
広
報
｢な
ぎ
」

わ
ん
ぱ
く
 な
ぎ
っ
子
集
ま
れ
―

わ
ん
ぱ
く
 な
ぎ
っ
子
集
ま
れ
―

わ
ん
ぱ
く
な
ぎ
っ
子
ま
つ
り
に
お
い
て
撮
影

（
1
0
頁
に
関
連
記
事
掲
載
)

わ
ん
ぱ
く
な
ぎ
っ
子
ま
つ
り
で
栄
養
委
員
が
、

子
ど
も
た
ち
に
手
づ
く
り
お
や
つ
を
配
る
様
子

 10
平
成
25年

 2
013.
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本
町
は
「
健
全
財
政
で
推
移
し
て
い
る
」
と
考
え

て
い
ま
す
。（
詳
し
く
は
４
頁
～
５
頁
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。）

　

収
支
の
一
部
は
、
財
政
調
整
基
金
に
２
億
円
を

追
加
し
、
２３
億
３
、
７
０
０
万
円
と
し
、
積
み
立

て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
若
者
定
住
促
進
住
宅
に
つ
い
て

　

住
宅
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
円
地
内
に
木

造
２
階
建
て
５
棟
を
計
画
し
て
お
り
、
若
者
に
魅

力
の
あ
る
住
宅
を
建
設
す
る
た
め
、
９
月
５
日
に

設
計
業
者
６
社
の
参
加
に
よ
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
よ
り
、
委
託
業
者
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
本
年
度
末
ま
で
に
完
成
す
る
予
定
で
、

入
居
者
に
つ
い
て
は
、
完
成
に
合
わ
せ
て
募
集
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
町
制
施
行
６０
周
年
記
念
事
業
関
係

　

本
町
は
、
来
る
平
成
２７
年
２
月
１
日
を
持
っ
て

記
念
す
べ
き
、
６０
周
年
を
迎
え
、
記
念
式
典
に
つ

い
て
は
、
平
成
２６
年
４
月
８
日
㈫
と
し
、
現
在
記

念
式
典
に
向
け
て
の
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
６０
周
年
を
記
念
し
て
発
刊
を
予
定
し
て

い
る
町
誌
続
々
編
に
つ
い
て
は
、
町
誌
編
さ
ん
委

員
５
名
の
方
々
に
よ
り
編
集
作
業
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
６０

年
の
歩
み
を
１５
分
か
ら
２０
分
程
度
に
編
集
し
た
も

の
と
現
在
の
奈
義
町
を
紹
介
す
る
５
分
程
度
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
通
じ
て
、
本
町
の

６０
年
間
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
と
も
に
未
来
の
夢
を
語
れ
る
よ
う

な
も
の
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
地
域
力
創
造
事
業
関
係

　

現
在
、
豊
沢
・
行
方
・
馬
桑
地
区
か
ら
申
請
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
内
容
の
審
査
を
行
い
、

採
択
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
内
容
は
、
地
域
の
貴

重
な
景
観
を
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
整
備
し
、
眠

っ
て
い
た
魅
力
を
輝
か
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
町
内

外
か
ら
の
集
客
を
図
る
も
の
や
、
地
域
力
の
向
上

を
目
指
し
、
婦
人
会
組
織
の
再
結
成
を
行
う
内
容

と
な
っ
て
お
り
、
郷
土
愛
と
地
域
力
が
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

●
雇
用
促
進
住
宅

　

平
成
１９
年
１２
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
独
立
行

政
法
人
整
理
合
理
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
譲
渡
又

は
廃
止
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
先
般
、
当

●
デ
ジ
タ
ル
移
動
系
防
災
無
線

　

現
在
の
も
の
は
、
昭
和
５２
年
に
整
備
し
た
も
の

で
、
機
器
の
老
朽
化
に
よ
り
今
後
の
防
災
業
務
に

支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
へ
の
更

新
に
よ
り
、
迅
速
な
連
絡
体
制
を
確
立
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
事
業
に
つ
い
て
は
、
補
助
率
７５

％
の
防
衛
施
設
周
辺
民
生
安
定
事
業
に
よ
り
実
施

し
、
平
成
２６
年
３
月
に
整
備
完
了
で
す
。
事
業
費

は
、
約
１
億
１
千
２
百
万
円
で
あ
り
、
そ
の
内
国

庫
補
助
は
約
８
千
４
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
防
災
関
係

　

１１
月
９
日
㈯
に
奈
義
町
自
主
防
災
組
織
連
絡
協

議
会
の
主
催
に
よ
り
、
防
災
総
合
訓
練
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
内
容
は
、
大
規
模
な
地
震
の
発
生
を

想
定
し
、
避
難
・
情
報
収
集
・
情
報
伝
達
・
炊
き

出
し
な
ど
の
総
合
訓
練
を
し
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。

　

早
急
に
実
施
要
領
を
ま
と
め
、
各
自
主
防
災
組

織
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
町
民
皆
様

の
訓
練
へ
の
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
職
員
採
用

　

平
成
２６
年
度
に
幼
稚
園
教
諭
及
び
保
育
士
取
得

者
２
名
、
ま
た
社
会
福
祉
士
資
格
取
得
者
１
名
を

採
用
予
定
と
し
て
、
平
成
２５
年
度
奈
義
町
職
員
採

用
の
受
験
者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
幼
稚
園
教
諭

並
び
に
保
育
士
に
２
名
、
社
会
福
祉
士
に
２
名
の

申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

試
験
は
、
９
月
２２
日
㈰
に
統
一
試
験
と
し
て
実

施
し
ま
す
。

●
平
成
２４
年
度
決
算

　

平
成
２４
年
度
一
般
会
計
は
、
歳
入
総
額
４０
億
６
、

３
０
８
万
円
で
、
歳
出
総
額
が
３３
億
９
、
２
０
６

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
実
質
収
支
は
６
億
５
、
１

８
９
万
円
、
単
年
度
収
支
は
１
億
４
、
４
１
９
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
実
質
公
債
費
比
率
１０

・
６
％
、
将
来
負
担
比
率
３２
・
７
％
と
国
の
早
期

健
全
化
基
準
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、
現
在
、

該
住
宅
を
管
理
し
て
い
ま
す
「
独
立
法
人
高
齢
・

障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
」
か
ら
譲
渡
予
定

価
格
の
提
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
２０
年
に
譲
渡
に
つ
い
て
の
打
診
が
あ
り
、

当
時
は
財
政
事
情
等
を
考
慮
し
、
受
け
入
れ
を
断

っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、
譲
渡
予
定
価
格
が
引

き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
や
購
入
の
財
源
と
し
て
現
在

は
過
疎
債
が
充
当
可
能
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
活

用
方
法
に
よ
り
、
定
住
促
進
を
図
る
こ
と
も
期
待

で
き
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
維
持
管
理
費
も
含
め

た
費
用
対
効
果
の
検
討
に
よ
り
、
結
論
を
得
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

●
税
務
関
係

　

平
成
２５
年
度
の
課
税
状
況
は
、
個
人
町
民
税
に

つ
い
て
は
、
現
下
の
厳
し
い
経
済
状
況
及
び
雇
用

情
勢
等
に
よ
り
、
対
前
年
度
調
定
額
に
比
べ
、
約

９
百
万
円
の
減
額
に
至
っ
て
お
り
、
固
定
資
産
税

額
に
つ
い
て
は
、
地
価
下
落
に
伴
う
評
価
額
の
見

直
し
に
よ
り
、
課
税
標
準
額
を
下
方
修
正
し
て
お

り
、
対
前
年
度
調
定
額
に
比
べ
約
３
５
０
万
円
の

減
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
関
係

　

平
成
２４
年
度
は
、
一
年
を
通
じ
て
、
医
療
費
が

緩
や
か
に
推
移
し
た
結
果
、
療
養
給
付
費
等
の
総

額
は
、
４
億
５
千
２
百
万
円
で
、
対
前
年
度
比
１

・
２
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
２５
年
度
は
、
一
般
被
保
険
者
分
及
び
退
職

被
保
険
者
分
の
療
養
給
付
費
等
は
、
対
前
年
度
を

若
干
下
回
る
状
態
で
推
移
し
て
お
り
、
全
体
で
対

前
年
度
比
６
・
６
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
医
療
費
の
推
移
は
、
加
入
者
皆
様
方
の
日

頃
か
ら
の
健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
や
後
発
医

薬
品
で
あ
り
ま
す
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
活
用

な
ど
の
意
識
向
上
の
成
果
と
思
わ
れ
ま
す
。

●
健
康
づ
く
り
推
進
関
係

　

総
合
検
診
に
つ
い
て
は
、
国
が
基
準
と
す
る
特

定
健
診
の
対
象
年
齢
は
、
４０
歳
以
上
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
本
町
で
は
、
３０
歳
代
の
方
も
対
象
に
実

施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か

ら
受
診
者
全
員
の
方
を
対
象
に
眼
底
検
査
も
実
施

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

子
宮
が
ん
検
診
は
２０
歳
以
上
の
方
に
、
乳
が
ん

検
診
は
３０
歳
以
上
の
方
に
、
町
内
全
て
の
女
性
を

対
象
に
、
レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
に
加
え
、
こ
の
１１
月

ま
で
の
間
、
医
療
機
関
で
の
個
別
検
診
も
実
施
し

ま
す
の
で
、
積
極
的
な
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

　平成25年奈義町議会第３回定例会が９月10日に開会
され、花房町長の行政報告の後、議案を提出し、いず
れも慎重な審議の結果、原案どおり可決されました。
　行政施策全般に関する議員による一般質問も行われ、
19日に10日間の全日程を終えて閉会しました。

2

行　

政　

報　

告

　

９
月
定
例
会
開
催
に
あ
た
り
、
次
の
よ
う
に
町

長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

広
報
紙
で
は
、
行
政
報
告
の
概
要
、
審
議
さ
れ

た
議
案
な
ど
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

→
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◆
平
成
24
年
度
奈
義
町
の
公
営
企
業
資
金
不
足
比

率
の
報
告
に
つ
い
て

□
そ
の
他

◆
奈
義
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
の
変

更
に
つ
い
て

◆
奈
義
有
機
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

◆
所
管
事
務
等
の
調
査
に
つ
い
て

□
採
択
と
し
た
も
の

◆
消
費
税
の
複
数
税
率
導
入
と
新
聞
へ
の
軽
減
税

率
適
用
に
関
す
る
請
願

□
採
択
と
し
た
も
の

◆
国
・
県
に
対
し
て
「
私
学
助
成
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
」
の
提
出
を
要
請
す
る
陳
情
書

◆「
森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
球
温
暖
化
対
策
に
関

す
る
地
方
の
財
源
確
保
の
た
め
の
意
見
書
採
択
」

　

に
関
す
る
陳
情
に
つ
い
て

◆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
陳
情
書

□
委
員
会
付
託
と
し
た
も
の

◆
胃
が
ん
撲
滅
ピ
ロ
リ
菌
除
菌
推
進
に
つ
い
て

□
継
続
審
査
と
し
た
も
の

◆
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

の
陳
情
書
（
委
員
会
審
査
報
告
）

◆
新
聞
へ
の
消
費
税
軽
減
税
率
適
用
を
求
め
る
意

見
書
（
案
）
の
提
出
に
つ
い
て

◆
私
学
助
成
の
充
実
と
私
立
高
校
の
実
質
無
償
化

を
求
め
る
意
見
書
（
案
）
の
提
出
に
つ
い
て

◆
私
学
助
成
施
策
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書（
案
）

の
提
出
に
つ
い
て

◆「
森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
球
温
暖
化
対
策
に

関
す
る
地
方
の
財
源
確
保
」
の
た
め
の
意
見
書

（
案
）
の
提
出
に
つ
い
て

◆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
関
す
る
意
見
書
（
案
）
の

提
出
に
つ
い
て

●
風
し
ん
予
防
対
策
関
係

　

今
年
春
か
ら
急
速
に
感
染
拡
大
し
ま
し
た
、
風

し
ん
の
予
防
対
策
に
つ
い
て
は
、
緊
急
措
置
と
し

て
、
７
月
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
の
費
用
助
成
を

行
っ
て
お
り
、
現
在
５０
人
の
方
か
ら
申
請
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
の
助

成
は
、
来
年
３
月
ま
で
と
し
て
い
ま
す
が
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
や
抗
体
検
査
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、

早
目
の
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
関
係

　

現
在
、
要
支
援
及
び
要
介
護
の
認
定
を
受
け
ら

れ
た
方
が
４
０
５
名
お
ら
れ
、
そ
の
う
ち
施
設
入

所
者
が
８９
名
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
所
者
が
２７
名
、

小
規
模
多
機
能
型
介
護
施
設
利
用
者
が
１９
名
、
そ

の
他
２
１
７
名
の
方
が
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
高
齢
者
の
方
々
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
町
づ
く

り
を
推
進
し
て
お
り
、
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り

教
室
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、
な
ぎ
み
苑
・
や
ま

び
こ
荘
で
の
通
所
介
護
予
防
事
業
・
い
き
い
き
健

幸
教
室
に
は
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

●
子
育
て
支
援
関
係

　

高
校
へ
の
通
学
費
な
ど
を
含
む
高
等
学
校
等
就

学
支
援
金
支
給
に
つ
い
て
は
、
今
年
５
月
に
申
請

を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
現
在
ま
で
に
１
５
４
名
の

方
に
交
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
支
援
金
も
来
年
度
か
ら
は
、
少
し
増
額
し
、

少
し
で
も
保
護
者
の
方
の
負
担
が
軽
減
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

●
公
共
下
水
道
事
業
関
係

　

全
体
計
画
１
８
８
ha
の
う
ち
、
現
在
整
備
面
積

１
８
３
ha
、
対
象
戸
数
１
、
３
６
２
戸
と
な
っ
て

お
り
、
平
成
１３
年
度
か
ら
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
、
こ
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、
今
年
度
を

持
ち
ま
し
て
完
了
と
な
り
ま
す
。
下
水
道
の
整
備

や
事
業
運
営
、
維
持
管
理
に
は
相
当
な
経
費
が
必

要
と
な
り
、
皆
様
か
ら
の
下
水
道
使
用
料
で
ま
か

な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
供
用
開
始
と
な
り

ま
し
た
ら
、
一
日
も
早
く
接
続
を
お
願
い
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

●
人
・
農
地
プ
ラ
ン
関
係

　

現
在
、
９
地
区
が
プ
ラ
ン
策
定
済
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
本
年
度
中
に
奈
義
町
全
域
で
プ
ラ
ン
が

策
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
地
区
の
方
々

の
前
向
き
な
取
り
組
み
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

●
集
落
営
農
推
進
関
係

　

地
域
農
業
の
担
い
手
と
し
て
の
集
落
営
農
の
組

織
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
２４
年
度
ま
で
に
７

地
区
が
農
業
法
人
と
し
て
組
織
化
さ
れ
て
お
り
、

現
在
、
荒
内
西
地
区
や
柿
地
区
で
集
落
営
農
に
関

す
る
研
究
会
な
ど
が
開
か
れ
る
な
ど
、
積
極
的
な

検
討
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
農
業
の
担
い

手
と
し
て
大
規
模
経
営
を
行
う
認
定
農
業
者
と
と

も
に
非
常
に
重
要
な
存
在
で
あ
り
、
一
層
の
推
進

を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
関
係

　

畜
産
の
町
と
し
て
の
優
位
性
を
活
か
し
、
本
町

の
有
機
た
い
肥
を
用
い
て
菜
の
花
を
栽
培
、
そ
れ

を
緑
肥
化
す
る
こ
と
で
、
農
薬
と
化
学
肥
料
を
低

減
し
た
「
菜
の
花
米
」
を
推
進
し
て
お
り
、
奈
義

町
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
連
絡
協
議
会
が
中
心
と
な
っ

て
年
々
取
り
組
み
面
積
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

●
畜
産
振
興
関
係

　

本
町
の
畜
産
物
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
全
国

和
牛
能
力
共
進
会
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
、

ま
た
、
銘
柄
豚
で
あ
る
お
か
や
ま
黒
豚
の
生
産
の

ほ
ぼ
１
０
０
％
が
本
町
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

本
年
度
は
畜
産
振
興
の
好
機
と
と
ら
え
、
な
ぎ
ビ

ー
フ
や
奈
義
町
産
お
か
や
ま
黒
豚
の
フ
ァ
ン
を
増

や
す
た
め
、
勝
英
農
協
と
連
携
し
、
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
で
の
物
販
や
山
陽
新
聞
へ
の
記
事
掲
載
な
ど

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
記
事
の
掲
載
後
の

反
響
等
か
ら
知
名
度
は
確
実
に
高
ま
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
積
極
的
に
宣
伝
広

報
活
動
を
行
い
ま
す
。

●
観
光
振
興
関
係

　

本
年
度
が
、
美
作
の
国
が
建
国
さ
れ
て
１
、
３

０
０
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
十
市
町
村
に

よ
る
実
行
委
員
会
に
よ
る
記
念
事
業
の
ほ
か
本
町

独
自
の
記
念
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
大

き
な
柱
と
し
て
、
本
町
出
身
の
岸
本
斉
史
さ
ん
原

作
の
世
界
的
な
人
気
漫
画
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
（
ナ
ル

ト
）
を
テ
ー
マ
に
、
４
月
に
「
奈
義
の
里　

ナ
ル

ト
祭
り
」
を
開
催
、
６
月
１
日
か
ら
７
月
１５
日
に

か
け
て
、
現
代
美
術
館
「
奈
義
の
里 

ナ
ル
ト
展 

第
１
部
」
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
ナ
ル
ト
展
と
常

設
展
示
の
入
館
者
合
計
で
例
年
の
入
館
者
を
大
き

く
上
回
る
約
４
、
５
０
０
人
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

現
在
、「
奈
義
の
里　

ナ
ル
ト
展　

第
二
部
」

を
９
月
２９
日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
企

画
に
つ
い
て
も
、
見
ご
た
え
が
あ
り
、
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
に
展
示
し
て
い
る
岸
本
斉
史
さ
ん
の
御
実

家
か
ら
お
借
り
し
た
ナ
ル
ト
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た

直
筆
画
、
実
際
に
ナ
ル
ト
を
描
い
た
ペ
ン
先
な
ど
、

本
町
で
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
作
品

が
数
多
く
展
示
さ
れ
て
お
り
、
連
日
多
く
の
フ
ァ

ン
が
県
内
外
か
ら
入
館
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
３
部
は
、
来
年
２
月
１５
日
か
ら
３
月
１６
日
ま

で
の
予
定
で
、
最
終
章
に
ふ
さ
わ
し
い
ナ
ル
ト
展

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

□
補
正
予
算

　

一
般
会
計　
（
第
３
号
）　
　

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
億
５
、
１
６
０
万
円
を

増
額
し
、
総
額
４３
億
５
、
６
６
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

☆
歳
入
の
主
な
も
の

　

・
繰
越
金　
　
　
　
　

５
億
０
、
２
８
２
万
円

　

・
地
方
交
付
税　
　
　

１
億
５
、
１
７
７
万
円

☆
歳
出
の
主
な
も
の

　

・
基
金
費　
　
　
　
　

２
億
１
、
１
７
９
万
円

　

・
河
川
維
持
費　
　
　
　
　

２
、
１
８
０
万
円

　

特
別
会
計
等

　

予
算
総
額
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

・
国
民
健
康
保
険　
　

７
億
０
、
９
４
０
万
円

　

・
土
地
取
得　
　
　
　
　
　

２
、
３
５
３
万
円

　

・
介
護
保
険　
　
　
　

７
億
６
、
３
９
３
万
円

　

・
下
水
道　
　
　
　
　

２
億
４
、
８
９
７
万
円

　

・
後
期
高
齢
者
医
療　
　
　

７
、
４
７
１
万
円

　

・
工
業
用
水
道

　
　
　

収
益
的
収
入　
　
　
　

１
、
７
４
８
万
円

　
　
　

収
益
的
支
出　
　
　
　

１
、
７
４
８
万
円

□
条
例

◆
奈
義
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
奈
義
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

□
報
告

◆
平
成
24
年
度
奈
義
町
の
財
政
健
全
化
判
断
比
率

の
報
告
に
つ
い
て

3
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会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 会　　計　　名 歳　　入 歳　　出

注：全項目について、四捨五入しています。

2013.10月号2013.10月号

1万1千円
議会活動に

6万3千円

道路や河川の
整備事業に

12万2千円
全般的な事務に

2万1千円

消防防災や防災行
政無線設備管理に

11万円
福祉の充実に

6万6千円 5万円 7千円

学校教育や社会教育の
充実に

4万7千円
保健活動や清掃に

町債の償還に

5万2千円
農林業の振興に

労働費・商工観光費
・災害復旧費に

議　会　費議　会　費

土　木　費土　木　費

総　務　費

消　防　費

民　生　費

教　育　費

総　務　費

消　防　費

民　生　費

教　育　費

衛　生　費

公　債　費

衛　生　費

公　債　費

農林水産業費農林水産業費

そ　の　他そ　の　他

9万2千円

54万8千円

町民税（個人)
3万4千円

町民税（法人)
7千円

国有資産等所在市町村交付金及び納付金 町たばこ税 軽自動車税
3千円6千円1千円

土 地 取 得
下 水 道

工 業 用
水道事業

上 水 道
事 業

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
計

2,265万円
7億2,120万円
2億431万円
8,048万円
1,723万円

－
26億3,690万円

208万円
6億2,178万円
1億8,650万円
1億7,522万円
1,624万円

－
24億7,739万円

国 民 健 康 保 険
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
豊 並 財 産 区
柿 財 産 区
分 譲 地 造 成

7億979万円
7億4,486万円
7,245万円
886万円
699万円
5,208万円

6億6,879万円
7億3,030万円
6,941万円
98万円
388万円
221万円

固定資産税
4万1千円

※町民１人あたりの金額は、平成25年3月末
　人口6,191人で単純に割ったものです。

歳　入
40億6,308万円

繰入金 288万円（0.1％）
諸収入 1億4,367万円（3.5％）

　　繰越金
5億935万円
　　  (12.5％）

地方消費税ほか交付金 8,455万円（2.1％）
地方譲与税 7,329万円（1.8％）

県支出金
 2億3,181万円（5.7％）

町債
  2億7,659万円（6.8％）

自主財源　33.2％
（町が自らの手で徴収又は、収納できる財源）

依存財源　66.8％
（国又は県の関与を受けて収入する財源）

地方交付税
  16億6,333万円（40.9％）

国庫支出金
3億8,572万円
 　     （9.5％）

歳　出
33億9,206万円

議会費 6,838万円（2.0％）
災害復旧費 772万円（0.3％）

     民生費
 6億7,953万円
    （20.0％）

農林水産業費
3億2,364万円
　     （9.6％）

　・労働費
　　300万円(0.1％）
・商工費
　3,524万円(1.0％）

土木費
3億8,720万円
  （11.4％）

消防費
1億2,822万円
　    　（3.8％）

公債費 3億937万円（9.1％）

町税
5億6,940万円
（14.0％）

総務費
  7億5,354万円
         （22.2％）

教育費
4億672万円
        （12.0％）

衛生費
2億8,950万円
　　　(8.5％）

・分担金及び負担金 1,186万円(0.3％）
　・使用料及び手数料 6,887万円(1.7％）
　　・財産収入 3,596万円(0.9％）
　　　・寄附金 580万円(0.2％）

町

民

税
税

固

資

定

産

町 税
5億6,940万円

個人 2億972万円
　　           （36.8％）

2億5,428万円
（44.6％）

2億6,064万円
（45.8％）

固定資産税
　 2億5,476万円
       　　 （44.8％）

国有資産等所在市町村
交付金及び納付金
588万円（1.0％）

町たばこ税 3,640万円（6.4％）
軽自動車税 1,808万円 （3.2％）

法人 4,456万円
 （7.8％）

　

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
等
の

決
算
が
、
９
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
納
め
た
町
税
や
国
・
県
か
ら
交
付
さ

れ
た
お
金
は
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　

そ
の
概
要
を
一
般
会
計
を
中
心
に
図
表
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
一
般
会
計
の
決
算
は

　

歳
入（
収
入
）
40
億
６
、３
０
８
万
円

　

歳
出（
支
出
）
33
億
９
、２
０
６
万
円

　

差
し
引
き
、
６
億
７
、１
０
２
万
円

　

 

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
歳
入
の
中
に
は
、
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て

行
う
事
業
の
財
源
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ

を
控
除
し
た
額
は
、
６
億
５
、１
８
９
万
円
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
額
を
、
そ
の
年
度
の
赤
字
・
黒
字
を
示
す

「
実
質
収
支
額
」
と
い
い
ま
す
。
正
の
数
な
の
で
、

奈
義
町
の
一
般
会
計
は
黒
字
と
い
え
ま
す
。

奈義町の財政

一般会計 歳入 40億6,308万円

■町民1人あたりの町税

■町民1人あたりに使われたお金

■特別会計等決算一覧表

■町税の構成

平
成
24
年
度
決
算

一般会計 歳出 33億9,206万円
　平成24年度の主な事業としましては、全地区で「自主防災組織」の結成ができ、各地区への地域の食
文化の伝承、また災害時の炊き出しなどにも利用していただけるよう大釜、テントなどを整備した「地
域支え合い体制づくり事業｣、スポーツ振興・体力づくりの促進のための「B&G海洋センタープール改
修工事｣、自然エネルギーの導入として、保健相談センターに「太陽光発電システム」を設置しました。
　また、｢子育て応援宣言」のまちとしてますます充実を図るため、高校生までの医療費を全額給付、
高等学校等就学支援金の充実などを行いました。
　本年度実施する「若者定住賃貸住宅」建設のため土地の造成を行い、奈義町の最重要課題である「定
住促進」にも力を入れました。
　ハード・ソフト事業に限らず有利な補助金制度や過疎債を有効に利用し事業を実施しました。

　歳入は、大きく「自主財源」と「依存財源」に分けることができます。自主財源は、町独自の収入の
ことで、町税や施設使用料などが含まれ、歳入全体の33.2％を占めています。
　依存財源は、国や県の意志によって定められた額を交付される財源のことで、地方交付税、国・県支
出金や地方債などで、構成比は66.8％です。

4



会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 会　　計　　名 歳　　入 歳　　出

注：全項目について、四捨五入しています。

2013.10月号2013.10月号

1万1千円
議会活動に

6万3千円

道路や河川の
整備事業に

12万2千円
全般的な事務に

2万1千円

消防防災や防災行
政無線設備管理に

11万円
福祉の充実に

6万6千円 5万円 7千円

学校教育や社会教育の
充実に

4万7千円
保健活動や清掃に

町債の償還に

5万2千円
農林業の振興に

労働費・商工観光費
・災害復旧費に

議　会　費議　会　費

土　木　費土　木　費

総　務　費

消　防　費

民　生　費

教　育　費

総　務　費

消　防　費

民　生　費

教　育　費

衛　生　費

公　債　費

衛　生　費

公　債　費

農林水産業費農林水産業費

そ　の　他そ　の　他

9万2千円

54万8千円

町民税（個人)
3万4千円

町民税（法人)
7千円

国有資産等所在市町村交付金及び納付金 町たばこ税 軽自動車税
3千円6千円1千円

土 地 取 得
下 水 道

工 業 用
水道事業

上 水 道
事 業

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
計

2,265万円
7億2,120万円
2億431万円
8,048万円
1,723万円

－
26億3,690万円

208万円
6億2,178万円
1億8,650万円
1億7,522万円
1,624万円

－
24億7,739万円

国 民 健 康 保 険
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
豊 並 財 産 区
柿 財 産 区
分 譲 地 造 成

7億979万円
7億4,486万円
7,245万円
886万円
699万円
5,208万円

6億6,879万円
7億3,030万円
6,941万円
98万円
388万円
221万円

固定資産税
4万1千円

※町民１人あたりの金額は、平成25年3月末
　人口6,191人で単純に割ったものです。

歳　入
40億6,308万円

繰入金 288万円（0.1％）
諸収入 1億4,367万円（3.5％）

　　繰越金
5億935万円
　　  (12.5％）

地方消費税ほか交付金 8,455万円（2.1％）
地方譲与税 7,329万円（1.8％）

県支出金
 2億3,181万円（5.7％）

町債
  2億7,659万円（6.8％）

自主財源　33.2％
（町が自らの手で徴収又は、収納できる財源）

依存財源　66.8％
（国又は県の関与を受けて収入する財源）

地方交付税
  16億6,333万円（40.9％）

国庫支出金
3億8,572万円
 　     （9.5％）

歳　出
33億9,206万円

議会費 6,838万円（2.0％）
災害復旧費 772万円（0.3％）

     民生費
 6億7,953万円
    （20.0％）

農林水産業費
3億2,364万円
　     （9.6％）

　・労働費
　　300万円(0.1％）
・商工費
　3,524万円(1.0％）

土木費
3億8,720万円
  （11.4％）

消防費
1億2,822万円
　    　（3.8％）

公債費 3億937万円（9.1％）

町税
5億6,940万円
（14.0％）

総務費
  7億5,354万円
         （22.2％）

教育費
4億672万円
        （12.0％）

衛生費
2億8,950万円
　　　(8.5％）

・分担金及び負担金 1,186万円(0.3％）
　・使用料及び手数料 6,887万円(1.7％）
　　・財産収入 3,596万円(0.9％）
　　　・寄附金 580万円(0.2％）

町

民

税
税

固

資

定

産

町 税
5億6,940万円

個人 2億972万円
　　           （36.8％）

2億5,428万円
（44.6％）

2億6,064万円
（45.8％）

固定資産税
　 2億5,476万円
       　　 （44.8％）

国有資産等所在市町村
交付金及び納付金
588万円（1.0％）

町たばこ税 3,640万円（6.4％）
軽自動車税 1,808万円 （3.2％）

法人 4,456万円
 （7.8％）

　

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
等
の

決
算
が
、
９
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
納
め
た
町
税
や
国
・
県
か
ら
交
付
さ

れ
た
お
金
は
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　

そ
の
概
要
を
一
般
会
計
を
中
心
に
図
表
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
一
般
会
計
の
決
算
は

　

歳
入（
収
入
）
40
億
６
、３
０
８
万
円

　

歳
出（
支
出
）
33
億
９
、２
０
６
万
円

　

差
し
引
き
、
６
億
７
、１
０
２
万
円

　

 

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
歳
入
の
中
に
は
、
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て

行
う
事
業
の
財
源
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ

を
控
除
し
た
額
は
、
６
億
５
、１
８
９
万
円
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
額
を
、
そ
の
年
度
の
赤
字
・
黒
字
を
示
す

「
実
質
収
支
額
」
と
い
い
ま
す
。
正
の
数
な
の
で
、

奈
義
町
の
一
般
会
計
は
黒
字
と
い
え
ま
す
。

奈義町の財政

一般会計 歳入 40億6,308万円

■町民1人あたりの町税

■町民1人あたりに使われたお金

■特別会計等決算一覧表

■町税の構成

平
成
24
年
度
決
算

一般会計 歳出 33億9,206万円
　平成24年度の主な事業としましては、全地区で「自主防災組織」の結成ができ、各地区への地域の食
文化の伝承、また災害時の炊き出しなどにも利用していただけるよう大釜、テントなどを整備した「地
域支え合い体制づくり事業｣、スポーツ振興・体力づくりの促進のための「B&G海洋センタープール改
修工事｣、自然エネルギーの導入として、保健相談センターに「太陽光発電システム」を設置しました。
　また、｢子育て応援宣言」のまちとしてますます充実を図るため、高校生までの医療費を全額給付、
高等学校等就学支援金の充実などを行いました。
　本年度実施する「若者定住賃貸住宅」建設のため土地の造成を行い、奈義町の最重要課題である「定
住促進」にも力を入れました。
　ハード・ソフト事業に限らず有利な補助金制度や過疎債を有効に利用し事業を実施しました。

　歳入は、大きく「自主財源」と「依存財源」に分けることができます。自主財源は、町独自の収入の
ことで、町税や施設使用料などが含まれ、歳入全体の33.2％を占めています。
　依存財源は、国や県の意志によって定められた額を交付される財源のことで、地方交付税、国・県支
出金や地方債などで、構成比は66.8％です。
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2013.10月号2013.10月号

早期健全化基準
（イエローカード）

15％

20％

25％

350％

財政再生基準
（レッドカード）

20％

35％

35％

平成24年度

① 実 質 赤 字 比 率

② 連 結 実 質 赤 字 比 率

③ 実  質  公  債  費  比  率

④ 将 来 負 担 比 率

比　　率

項　　目

－

－

10.6%

32.7%

　一般会計の起債償還金とそれに準ずるもの（特別会計への借金返済額分の繰出金・一部事務組合
への負担金のうち起債償還にあてたもの等）の標準財政規模に対する割合を表した指標です。
　奈義町では、下水道特別会計への繰出金等も含めて計算されます。比率は低い程良く、計画的な
起債計画等により当町でも減少傾向にあります。

　現時点で想定される奈義町が将来負担すべきもの（一般会計・特別会計等の地方債残高、加入
している一部事務組合への将来負担見込額、退職手当負担見込額等）が、標準財政規模（１年
分）の何倍あるかを指標化しています。この比率が高いと、将来的に財政が圧迫される可能性が
高くなります。地方債残高の減、充当が可能な基金の増額などで年々良くなっています。

　奈義町の「健全化判断比率」は、この制度が始まった平成19年度以降年々良くなっています。
県内の自治体の中でも上位にランクしています。
　昨年度策定しました「奈義町行財政改革大綱並びに実施計画」により、平成25年度から５カ
年間取り組む行財政改革では、これまで数次にわたり取り組んできた行財政改革の成果を更に
向上させ、限られた財源の中で、本町の最重要課題である人口減少を抑制し、定住人口の増加
を図るための施策を行っていきます。将来にわたって持続可能な健全財政を維持し、｢住んで良
かったと思えるまちづくり｣「奈義町に住んでみたいと思えるまちづくり」を推進していきます。

19 20 21 22 23 24 （年度）

19 20 21 22 23 24 （年度）

17.1％
16.2％

15.2％

13.9％

12.2％

10.6％

93.7％
82.1％ 80.3％

67.4％

34.1％ 32.7％

　地方公共団体（都道府県、市町村及び特別区）の財政状況を統一的な指標で明らかにして、
財政の早期健全化や再生の必要性を判断するための次の４つの財政指標のことを「健全化判断
比率」といいます。
　　①　実質赤字比率
　　②　連結実質赤字比率
　　③　実質公債費比率
　　④　将来負担比率

　地方公共団体は、毎年度、前年度の決算に基づく健全化判断比率を監査委員の審査に付した
うえで議会に報告し、公表しなければなりません。10月広報紙において公表を行います。

①実質赤字比率・②連結実質赤字比率とは、標準財政規模（１年分）に対する赤字の割合（①は一般
会計等　②は全ての会計を対象）を表したものです。

③実質公債費比率とは、借金返済の負担が大きすぎないかをチェックする指標で、町税・地方交付税の
ような使い道が自由で毎年収入される財源のうち、借金返済額の占める割合を表したものです。

④将来負担比率とは、奈義町が借りた借金、契約で損失補償や将来支払う必要があるものが、標準財政
規模（１年分）の何倍あるかを表したものです。

（単位：％）

※①②とも黒字で赤字比率は算定されないため「－」表示にしています。

■実質公債費比率の推移

■将来負担比率の推移

奈義町の財政指標(％）
18
17
16
15
14
13
12

(％）
90
80
70
60
50
40
30

健全化判断比率の公表について

※｢標準財政規模」とは、地方公共団体の標準的な状態で通常収入される見込みの経常的な一般財源を示すものです。
　奈義町の平成24年度の標準財政規模は、2,366,579千円です。
　　  標準財政規模  ＝ 標準収入額等 ＋    普通交付税    ＋ 臨時財政対策債発行可能額
　　2,366,579千円 ＝ 712,525千円 ＋ 1,499,265千円 ＋ 154,789千円
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2013.10月号2013.10月号

早期健全化基準
（イエローカード）

15％

20％

25％

350％

財政再生基準
（レッドカード）

20％

35％

35％

平成24年度

① 実 質 赤 字 比 率

② 連 結 実 質 赤 字 比 率

③ 実  質  公  債  費  比  率

④ 将 来 負 担 比 率

比　　率

項　　目

－

－

10.6%

32.7%

　一般会計の起債償還金とそれに準ずるもの（特別会計への借金返済額分の繰出金・一部事務組合
への負担金のうち起債償還にあてたもの等）の標準財政規模に対する割合を表した指標です。
　奈義町では、下水道特別会計への繰出金等も含めて計算されます。比率は低い程良く、計画的な
起債計画等により当町でも減少傾向にあります。

　現時点で想定される奈義町が将来負担すべきもの（一般会計・特別会計等の地方債残高、加入
している一部事務組合への将来負担見込額、退職手当負担見込額等）が、標準財政規模（１年
分）の何倍あるかを指標化しています。この比率が高いと、将来的に財政が圧迫される可能性が
高くなります。地方債残高の減、充当が可能な基金の増額などで年々良くなっています。

　奈義町の「健全化判断比率」は、この制度が始まった平成19年度以降年々良くなっています。
県内の自治体の中でも上位にランクしています。
　昨年度策定しました「奈義町行財政改革大綱並びに実施計画」により、平成25年度から５カ
年間取り組む行財政改革では、これまで数次にわたり取り組んできた行財政改革の成果を更に
向上させ、限られた財源の中で、本町の最重要課題である人口減少を抑制し、定住人口の増加
を図るための施策を行っていきます。将来にわたって持続可能な健全財政を維持し、｢住んで良
かったと思えるまちづくり｣「奈義町に住んでみたいと思えるまちづくり」を推進していきます。

19 20 21 22 23 24 （年度）

19 20 21 22 23 24 （年度）

17.1％
16.2％

15.2％

13.9％

12.2％

10.6％

93.7％
82.1％ 80.3％

67.4％

34.1％ 32.7％

　地方公共団体（都道府県、市町村及び特別区）の財政状況を統一的な指標で明らかにして、
財政の早期健全化や再生の必要性を判断するための次の４つの財政指標のことを「健全化判断
比率」といいます。
　　①　実質赤字比率
　　②　連結実質赤字比率
　　③　実質公債費比率
　　④　将来負担比率

　地方公共団体は、毎年度、前年度の決算に基づく健全化判断比率を監査委員の審査に付した
うえで議会に報告し、公表しなければなりません。10月広報紙において公表を行います。

①実質赤字比率・②連結実質赤字比率とは、標準財政規模（１年分）に対する赤字の割合（①は一般
会計等　②は全ての会計を対象）を表したものです。

③実質公債費比率とは、借金返済の負担が大きすぎないかをチェックする指標で、町税・地方交付税の
ような使い道が自由で毎年収入される財源のうち、借金返済額の占める割合を表したものです。

④将来負担比率とは、奈義町が借りた借金、契約で損失補償や将来支払う必要があるものが、標準財政
規模（１年分）の何倍あるかを表したものです。

（単位：％）

※①②とも黒字で赤字比率は算定されないため「－」表示にしています。

■実質公債費比率の推移

■将来負担比率の推移

奈義町の財政指標(％）
18
17
16
15
14
13
12

(％）
90
80
70
60
50
40
30

健全化判断比率の公表について

※｢標準財政規模」とは、地方公共団体の標準的な状態で通常収入される見込みの経常的な一般財源を示すものです。
　奈義町の平成24年度の標準財政規模は、2,366,579千円です。
　　  標準財政規模  ＝ 標準収入額等 ＋    普通交付税    ＋ 臨時財政対策債発行可能額
　　2,366,579千円 ＝ 712,525千円 ＋ 1,499,265千円 ＋ 154,789千円
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2013.10月号2013.10月号

　〈語句説明〉
一　　般：退職者を除く被保険者
退 職 者：60歳～64歳の被保険者で、厚生・共済年金等の受給権を有し、

その加入期間が20年以上又は40歳以上で10年以上の者及び一
定要件を満たすその扶養家族

歳　入

7億979万円

保険税
1億3,247万円
　　    （18.7％）

国庫支出金
1億3,999万円
　　　（19.7％）療養給付費交付金

8,019万円(11.3％）

繰越金 6,685万円(9.4％）
繰入金 3,427万円(4.8％）

共同事業交付金・その他
　7,547万円(10.7％）

歳　出

6億6,879万円

　一般医療費
  3億8,485万円
     (57.6％）

退職医療費
6,717万円(10.0％）

共同事業拠出金
7,343万円(11.0％）

保健事業費
526万円(0.8％）

その他 2,289万円(3.4％）

総務費 831万円(1.2％）

介護納付金
3,204万円(4.8％）
後期高齢者支援金  
7,484万円(11.2％）

県支出金
　3,047万円(4.3％）

前期高齢者交付金
1億5,008万円
　　　（21.1％）

歳　入
7,244万円

後期高齢者医療保険料
　　　　  4,443万円

　　　　  　　 （61.3％）

諸収入他 127万円(1.8％）

   一般会計
       繰入金
 　　　2,447万円
　　　　　 (33.8％）

歳　出
6,941万円

後期高齢者医療
広域連合納付金
  6,630万円
　　  (95.5％）

事務費他 80万円(1.2％）

繰越金 227万円(3.1％）

後期高齢者健康診査費
　　  231万円(3.3％）

☆平成25年度への繰越金
　　　 4,100万6,255円
☆基金保有額 
　　　 3,746万5,627円

　平成20年４月から開始した後期高齢者医療制度は、町で保険料の賦課・徴収を行い、医療給付は県の広域連合で
行っています。
　平成24年度の奈義町の一人あたり保険料額は３万９千円（県平均は５万８千円）です。

●国保の加入状況　総人口（平成25年３月末）　　 6,191人
　　　　　　　　　国保被保険者数（年度平均）  1,533人
　　　　　　　　　うち　一　般　　　　　　　  1,341人
　　　　　　　　　　　　退職者　　　　　　　　　192人
　平成24年度の国保全体の総医療費は、５億4,831万円で、被保険者一人あたりの医療費は、約36万円になってい
ます。
　その内訳は一般34万8千円、退職者42万6千円です。
　また、被保険者一人あたりの国保税（医療分）は6万3千円です。
　最近、生活習慣病という言葉をよく耳にしますが、生活習慣病は、国民総医療費の約３分の１、死亡原因の約６
割を占めており、国においても生活習慣病の予防に重点を置いた特定健診等の取り組みが行われています。
　医療費の低減を図るため、ジェネリック医薬品を活用し、家庭ではかかり付け医をもち、不必要に休日・夜間受
診をさけるなどしましょう。
　健康は、私たちが生活していく上での基盤であり、これほど大切なことはありません。
　日頃から健康管理に心掛け、健診や国保節目人間ドックなど積極的に受診しましょう。

平成24年度国民健康保険医療費決算

平成24年度後期高齢者医療費決算

一人あたり医療費
　　　　　約36万円

警報の発表基準をはるかに超える現象に対して、特別警報が発表されます。

特別警報が発表されたら、身を守るために最善を尽くしてください。

　特別警報は、｢東日本大震災」における津波や、｢平成23年台風第12号」による豪雨、｢伊勢湾台風｣
による高潮のような、警報の発表基準をはるかに超える異常な現象が予想され、重大な災害が起こるお
それが著しく大きい場合に発表されます。

●経験したことのないような激しい豪雨や暴風など異常な気象現象が起きそうな状況です。ただちに命
を守る行動をとってください。

●周囲の状況や町から発表される防災の情報に留意し、ただちに避難所へ避難するか、すでに外出する
ことが危険な状態のときは、無理をせず家の中のより安全な場所にとどまってください。

●この数十年間災害の経験がない地域でも、災害の可能性が高まっています。油断しないでください。

特別警報に相当する大雨の例

平成23年
台風第12号

平成24年7月
九州北部豪雨

特別警報が発表されるまで（大雨の場合のイメージ)

気象台が発表する気象情報
大雨に関する気象情報

大雨注意報

警報・注意報に先立ち発表

警報になる可能性がある場合はその旨記述

大雨警報（浸水害)大雨警報（土砂災害)
大雨の期間、予想雨量、警戒を要する事項などを示す

土砂災害警戒情報
土砂災害の危険性が、さらに高まった場合に発表

大雨がさらに降り続き

重大な災害が起こる危険性が非常に高まる

あらかじめ、取るべき行動を考えておきましょう。

大雨特別警報

ただち
に

命を守
る行動

を！

警報の発表基準をはるかに超える現象に対して、特別警報が発表されます。

特別警報が発表されたら、身を守るために最善を尽くしてください。

防　災　特　集 ！
▽　特　別　警　報　▽

8



2013.10月号2013.10月号

　〈語句説明〉
一　　般：退職者を除く被保険者
退 職 者：60歳～64歳の被保険者で、厚生・共済年金等の受給権を有し、

その加入期間が20年以上又は40歳以上で10年以上の者及び一
定要件を満たすその扶養家族

歳　入

7億979万円

保険税
1億3,247万円
　　    （18.7％）

国庫支出金
1億3,999万円
　　　（19.7％）療養給付費交付金

8,019万円(11.3％）

繰越金 6,685万円(9.4％）
繰入金 3,427万円(4.8％）

共同事業交付金・その他
　7,547万円(10.7％）

歳　出

6億6,879万円

　一般医療費
  3億8,485万円
     (57.6％）

退職医療費
6,717万円(10.0％）

共同事業拠出金
7,343万円(11.0％）

保健事業費
526万円(0.8％）

その他 2,289万円(3.4％）

総務費 831万円(1.2％）

介護納付金
3,204万円(4.8％）
後期高齢者支援金  
7,484万円(11.2％）

県支出金
　3,047万円(4.3％）

前期高齢者交付金
1億5,008万円
　　　（21.1％）

歳　入
7,244万円

後期高齢者医療保険料
　　　　  4,443万円

　　　　  　　 （61.3％）

諸収入他 127万円(1.8％）

   一般会計
       繰入金
 　　　2,447万円
　　　　　 (33.8％）

歳　出
6,941万円

後期高齢者医療
広域連合納付金
  6,630万円
　　  (95.5％）

事務費他 80万円(1.2％）

繰越金 227万円(3.1％）

後期高齢者健康診査費
　　  231万円(3.3％）

☆平成25年度への繰越金
　　　 4,100万6,255円
☆基金保有額 
　　　 3,746万5,627円

　平成20年４月から開始した後期高齢者医療制度は、町で保険料の賦課・徴収を行い、医療給付は県の広域連合で
行っています。
　平成24年度の奈義町の一人あたり保険料額は３万９千円（県平均は５万８千円）です。

●国保の加入状況　総人口（平成25年３月末）　　 6,191人
　　　　　　　　　国保被保険者数（年度平均）  1,533人
　　　　　　　　　うち　一　般　　　　　　　  1,341人
　　　　　　　　　　　　退職者　　　　　　　　　192人
　平成24年度の国保全体の総医療費は、５億4,831万円で、被保険者一人あたりの医療費は、約36万円になってい
ます。
　その内訳は一般34万8千円、退職者42万6千円です。
　また、被保険者一人あたりの国保税（医療分）は6万3千円です。
　最近、生活習慣病という言葉をよく耳にしますが、生活習慣病は、国民総医療費の約３分の１、死亡原因の約６
割を占めており、国においても生活習慣病の予防に重点を置いた特定健診等の取り組みが行われています。
　医療費の低減を図るため、ジェネリック医薬品を活用し、家庭ではかかり付け医をもち、不必要に休日・夜間受
診をさけるなどしましょう。
　健康は、私たちが生活していく上での基盤であり、これほど大切なことはありません。
　日頃から健康管理に心掛け、健診や国保節目人間ドックなど積極的に受診しましょう。

平成24年度国民健康保険医療費決算

平成24年度後期高齢者医療費決算

一人あたり医療費
　　　　　約36万円

警報の発表基準をはるかに超える現象に対して、特別警報が発表されます。

特別警報が発表されたら、身を守るために最善を尽くしてください。

　特別警報は、｢東日本大震災」における津波や、｢平成23年台風第12号」による豪雨、｢伊勢湾台風｣
による高潮のような、警報の発表基準をはるかに超える異常な現象が予想され、重大な災害が起こるお
それが著しく大きい場合に発表されます。

●経験したことのないような激しい豪雨や暴風など異常な気象現象が起きそうな状況です。ただちに命
を守る行動をとってください。

●周囲の状況や町から発表される防災の情報に留意し、ただちに避難所へ避難するか、すでに外出する
ことが危険な状態のときは、無理をせず家の中のより安全な場所にとどまってください。

●この数十年間災害の経験がない地域でも、災害の可能性が高まっています。油断しないでください。

特別警報に相当する大雨の例

平成23年
台風第12号

平成24年7月
九州北部豪雨

特別警報が発表されるまで（大雨の場合のイメージ)

気象台が発表する気象情報
大雨に関する気象情報

大雨注意報

警報・注意報に先立ち発表

警報になる可能性がある場合はその旨記述

大雨警報（浸水害)大雨警報（土砂災害)
大雨の期間、予想雨量、警戒を要する事項などを示す

土砂災害警戒情報
土砂災害の危険性が、さらに高まった場合に発表

大雨がさらに降り続き

重大な災害が起こる危険性が非常に高まる

あらかじめ、取るべき行動を考えておきましょう。

大雨特別警報

ただち
に

命を守
る行動

を！

警報の発表基準をはるかに超える現象に対して、特別警報が発表されます。

特別警報が発表されたら、身を守るために最善を尽くしてください。
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2013.10月号2013.10月号

14：00～14：20

14：20～14：45

14：45～15：00

15：00～15：15

15：15～15：25

15：25～15：40

15：40～15：55

15：55～16：10

16：10～16：45

せぼねの構造と痛みのでかた

せぼねの圧迫骨折に対する最新治療
　　　～くすりからセメント手術まで～
くび・肩・せなか・手のしびれ痛み、手指の細かいこ
とができなくなる頸椎症
長い距離歩けない、お尻・足が痛くなる腰部脊柱管狭
窄症
休息：リハビリ体操
　　　～長寿のため足腰を鍛える体操～

せぼねの手術に対する入院治療費

せぼねの手術前後での看護ケア

噛み合わせと全身の健康

頸椎・腰椎の最新のかぎ穴手術

医療相談コーナー（５ブース)、看護相談コーナー（１ブース)、
リハビリ相談コーナー（２ブース）

岡山済生会総合病院
脳神経外科　中島　正明

岡山済生会総合病院
脳神経外科　高橋　健治

高松赤十字病院
脳神経外科　香川　昌弘

湯原温泉病院
脳神経外科　後藤　浩之

倉敷リハビリテーション病院
理学療法士　吉政　かおり

岡山済生会総合病院
医事課　赤木　希代子

岡山済生会総合病院
本館7階看護師長　茅原　路代

岡山市中山下
池上歯科医院　池上　孝

岡山済生会総合病院
脳神経外科　伊勢田　恵一

13：30～14：00

わんぱくなぎっ子まつり

せぼねからの手足のしびれ痛み・腰痛セミナー
　手足のしびれ痛み・腰痛、歩きにくさの原因と最新の治療について、
神経の病気のエキスパートがわかりやすく解説します。

●日　　　時　　10月6日(日）午後１時30分～４時45分
●場　　　所　　奈義町文化センター
●参　加　費　　無料
●プログラム

●問い合わせ先　保健相談センター    ☎36－6700

●対　　象　町内の一般家庭

●日　　時　10月22日㈫ 午前10時～午後3時
●場　　所　すぱーく奈義
●手 数 料　2,000円／台
●収集品目　テレビ（ブラウン管・液晶・プラズマ)、エアコン、
　　　　　　洗濯機、衣類乾燥機、冷蔵庫、冷凍庫
●そ の 他　事前に郵便局でリサイクル券を購入してください。
●問い合わせ先　保健相談センター　☎36-6700家電リサイク

ル収集

●対　　象　町内の一般家庭

●日　　時　10月20日㈰ 午前9時～午後4時
●場　　所　東山工業団地内
●そ の 他　収集品目、整理料などの詳しいことは折り込みチラシを
　　　　　　ご覧ください。

※ 家電リサイクル収集は別の日に行います

粗大ごみ収集

「若者定住促進住宅」を

　　　　　  建設します！！

　『里親』とは、さまざまな事情により家族と一緒
に生活することができない子どもを家庭に迎えて育
ててくださる方のことです。
　『里親制度』とは児童福祉法に基づき、公的な役
割として子どもの健やかな育ちを支援する制度です。
児童養護施設などと同じように、子どもに安定した
子ども時代を提供する重要な役割を担っています。
　子どもが好きな方、子育てが一段落ついた方、子
育て経験を生かしたい方など、里親制度に興味をお
持ちの方は、お気軽にお問い合わせください。
●問い合わせ先
　〒708-0004 岡山県津山市山北288-1
　岡山県津山児童相談所　子ども支援課
　☎23-5131　FAX23-5132

　９月２８日から1０月８日まで、東京都で開催されてい
る「第６８回国民体育大会秋季大会」へ、剣道競技に重
宗良佳さん（滝本)、銃剣道競技に小谷弘樹さん（滝本)、
都井彰彦さん（滝本）が岡山県代表として出場されまし
た。
　９月２５日には役場において激励会が行われ、花房町
長から激励のお言葉と激励金の交付が行われました。

10月は里親月間です 親子クラブ
活動紹介の様子

  里親に

　  なりませ
んか？

あなたを必
要として

いる子ども
がいます。

第68回国民体育大会
秋季大会へ出場

第68回国民体育大会
秋季大会へ出場

　奈義町では、これからの町を支えていただく若者や
子育て世代の方が定住し、活力あるまちづくりを推進
するため、高円地内に若者世帯向けの戸建て賃貸住宅
を建設します。
　この住宅は、共用の多目的広場を設けるなど子育て
環境にも配慮した造りで、健康や環境にもやさしい地
元美作産材をふんだんに使用した木造２階建ての戸建
方式により、計５棟を整備する予定です。
　また、建築デザインも若い方が住んでみたいと思え
るような近代的でオシャレなデザインと開放感ある間
取りで魅力的な住宅を計画しています。
　平成25年度末までの完成を予定しています。
●問い合わせ先　総務課 まちづくり推進係
　　　　　　　　☎36-4111

　９月１日、文化センターにおいて「平成25年度わ
んぱくなぎっ子まつり」が開催されました。
　子育て中の母親が中心となって、子どもたちが元気
に育ち、家族同士の交流の場を持ってもらいたいと願
い準備を進めてきました。
　当日は約200人が参加し、愛育委員や、栄養委員、
その他地域の子育てを支援してくださる関係グループ
が協力し盛大に開催されました。
　今年はおひさま劇場「人形劇団クラルテ」を迎え、
子どもたちはプロの人形劇に引き込まれていました。
　その他むし歯のない子の表彰、おもちゃの図書館ひ
よこによる移動おもちゃ図書館、栄養委員の手作りお
やつ、親子クラブ等の活動紹介など盛りだくさんの内
容で親子で楽しいひと時をすごしました。
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●収集品目　テレビ（ブラウン管・液晶・プラズマ)、エアコン、
　　　　　　洗濯機、衣類乾燥機、冷蔵庫、冷凍庫
●そ の 他　事前に郵便局でリサイクル券を購入してください。
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ル収集

●対　　象　町内の一般家庭

●日　　時　10月20日㈰ 午前9時～午後4時
●場　　所　東山工業団地内
●そ の 他　収集品目、整理料などの詳しいことは折り込みチラシを
　　　　　　ご覧ください。

※ 家電リサイクル収集は別の日に行います

粗大ごみ収集

「若者定住促進住宅」を

　　　　　  建設します！！

　『里親』とは、さまざまな事情により家族と一緒
に生活することができない子どもを家庭に迎えて育
ててくださる方のことです。
　『里親制度』とは児童福祉法に基づき、公的な役
割として子どもの健やかな育ちを支援する制度です。
児童養護施設などと同じように、子どもに安定した
子ども時代を提供する重要な役割を担っています。
　子どもが好きな方、子育てが一段落ついた方、子
育て経験を生かしたい方など、里親制度に興味をお
持ちの方は、お気軽にお問い合わせください。
●問い合わせ先
　〒708-0004 岡山県津山市山北288-1
　岡山県津山児童相談所　子ども支援課
　☎23-5131　FAX23-5132

　９月２８日から1０月８日まで、東京都で開催されてい
る「第６８回国民体育大会秋季大会」へ、剣道競技に重
宗良佳さん（滝本)、銃剣道競技に小谷弘樹さん（滝本)、
都井彰彦さん（滝本）が岡山県代表として出場されまし
た。
　９月２５日には役場において激励会が行われ、花房町
長から激励のお言葉と激励金の交付が行われました。

10月は里親月間です 親子クラブ
活動紹介の様子

  里親に

　  なりませ
んか？

あなたを必
要として

いる子ども
がいます。

第68回国民体育大会
秋季大会へ出場

第68回国民体育大会
秋季大会へ出場
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●問い合わせ先　奈義町現代美術館　☎36-5811  FAX36-5855　e-mail:nagimoca@town.nagi.okayama.jp

●場　所　奈義町現代美術館ギャラリー
●入館料　一般・大学生200円
　　　　　（高校生以下・75歳以上は無料）
　　 　　　 ※但し、常設との共通の場合は通常料金700円で
　　　　 　 　ご覧頂けます。

●会　期　10月5日(土)～11月10日(日)
　　　　　午前９時30分～午後５時(入館は午後4時30分まで）
　　　　　■休館日／毎週月曜日、祝日の翌日
　　　　　　　　　　（10月15日㈫、11月5日㈫は休館）

～ 曽我英丘(書)×秋山基夫(詩)×髙原洋一(版) ～
始源へ　交差する想像力 展

第5回野菜づくり講習会
～冬野菜の植え付けについて学ぼう～
　なぎ高原山彩村では、町内の農業者の皆様に地域に
適した野菜づくりの基礎を修得していただくため「野
菜づくり講習会（全５回)」を開催しています。
　最終回となる今回は、
勝英農業普及指導センタ
ーの北田修三さんを講師
としてお迎えし、｢冬野菜
の栽培管理」をテーマに、
講演していただきます。
　ご家族、ご友人お誘い
合わせのうえ、多数のご
参加をお待ちしています。

●日　　時　10月8日㈫
　　　　　　午後１時30分～

●場　　所　奈義町文化センター
●内　　容　冬野菜（白菜・大根・キャベツ・人参な

ど）の栽培管理について

●問い合わせ先　なぎ高原山彩村　☎36-8341
　　　　　　　　役場産業振興課　☎36-4114

　奈義の朝市の会では、農産物直売所「なぎ高原山彩
村」に農産物を出荷してくれる農家さんを随時、大募
集しています。
　専業、兼業に関わらず少量からでも出荷できます。
皆さんが丹精込めて栽培された新鮮で美味しい野菜や
果物等を出荷してみませんか。
　また、農産物だけでなく、加工品を出荷していただ
ける方も大歓迎です。出荷ご希望の方は、出荷条件な
どお気軽にお問い合わせください。
　新たなやりがいが見つかるチャンスかも！
●問い合わせ先　なぎ高原山彩村　☎36-8341

第49回奈義町体力づくり町民運動会第49回奈義町体力づくり町民運動会

●日　　時　10月13日㈰ 午前9時～
　　　　　　※雨天の場合は10月14日㈪

●場　　所　奈義町総合運動公園 多目的広場
●問い合わせ先　海洋センター　☎36-3300

　10月13日、奈義町のスポーツの祭典「第49回奈義町体力づ
くり町民運動会」を開催します。今回の運動会では、新種目を
取り入れ、町民みなさんが楽しめるよう趣向を凝らしています
ので、ご家族、ご近所お誘い合わせ是非ご参加ください。

●日　　時　10月20日㈰ 午後１時開演
●場　　所　松神神社歌舞伎舞台（奈義町中島東)
●公演内容　三番叟　
　　　　　　絵本太功記十段目尼ケ崎の場　
　　　　　　奥州安達ケ原三段目袖萩祭文の場

●入場無料　
●付近は駐車スペースが少ないので、お車は乗り合
せてお越しください。
●野外での公演になりますので、天候等の影響で公
演内容、時間等が変更される場合があります。
●敷物などは御持参ください。
●問い合わせ・連絡先
　　　　　　奈義町文化センター　☎36-3034

　松神神社歌舞伎舞台は、江戸時代後期、弘化３年（1846)
に建てられた歌舞伎専用舞台で、毎年春には横仙歌舞伎四季
の公演「春」を開催するなど、現役の農村舞台としても全国
でも数少ない貴重な舞台として昭和38年岡山県重要有形民
俗文化財に指定されています。
　舞台の保存を行なっている、地元中島東地区では数年毎に
地区を挙げての歌舞伎公演を開催しており、この度は、岡山
県の補助事業、平成25年頑張る地域応援事業を受けて、境
内の客席を覆うテント天幕作成を記念した特別公演を開催す
ることになりました。地元子供会による三番叟など、出演者
は中島東地区の皆さんです。江戸時代さながらの歌舞伎公演
をお楽しみください。

松神神社歌舞伎舞台特別公演

　陸上自衛隊日本原駐屯地において、駐
屯地創設48周年記念式典が行われます｡
●日　　時

　10月26日㈯ 雨天決行
　(開放は、午前９時から午後３時まで)
●場　　所
　陸上自衛隊日本原駐屯地
●主な行事
　　記念式典（午前10時)・観閲行進
　　・模擬戦・戦車試乗・装備品展示
●問い合わせ先
　陸上自衛隊日本原駐屯地広報室
　☎36-5151（内線204）

日本原駐屯地
創設48周年
記念式典

日本原駐屯地
創設48周年
記念式典

　奈義町文化協会員による、作
品、芸能発表の集大成を一同に
発表する、生涯学習フェスティ
バルを今年も開催します。
　文化部による書道、絵画、日
本画、パッチワークや、芸能部
による大正琴、銭太鼓、舞踏な
ど、生涯学習教室ならではの力
作が多数展示、発表されます。

●日　　時　文　化　展11月1日㈮～3日㈰
　　　　　   午前９時～午後７時(３日は午後４時まで)

　　　　　　芸能発表会11月3日㈰
　　　　　   午前10時～午後3時頃

●会　　場　奈義町文化センター
●問い合わせ先　奈義町文化センター　☎36-3034

奈義町生涯学習フェスティバル奈義町生涯学習フェスティバル

　本展覧会は書家
の曽我英丘、詩人
の秋山基夫、版画
家の髙原洋一によ
る、３人のコラボ
レーション展です。
　岡山県を代表す
る３人の芸術家が
織りなす創造の展
示空間をぜひお楽
しみください。美
作国建国1300年
を記念して岡山県
天神山文化プラザ
との共同企画展で
す。

なぎ高原山彩村からお知らせ

奈義の朝市の会
会員募集中
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｢社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が発行されます
～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

小椋紘子人形展
　小椋紘子さん（美作市）による古布を使った手作り
人形展です。日本昔話をイメージした表情豊かで温も
りあふれる人形達が、江戸時代から昭和初期にかけて
の懐かしい日本の原風景を再現します。

●日　　時　10月25日㈮ ～ 27日㈰
　　　　　　午前10時～午後５時まで
　　　　　　　　　　　　　（27日は午後３時まで）

●場　　所　那岐山麓山の駅
●入場無料

●問い合わせ先　那岐山麓 山の駅　☎36-8080
　　　　　　　　役場 産業振興課　☎36-4114

パンジー・ビオラまつり
　なぎ山草園によるパンジーやビオラの展示販売。秋
のガーデニングにぴったりの寄せ植えや苗の販売はも
ちろん、植え付けの相談もお受けします。
パンジーのポット：65円から

●日　　時　10月26日㈯ ～ 27日㈰
　　　　　　午前９時30分～午後５時まで
　　　　　　　　　　　　　（27日は午後４時まで）

●場　　所　那岐山麓山の駅
●入場無料

●問い合わせ先　那岐山麓 山の駅　☎36-8080
　　　　　　　　役場 産業振興課　☎36-4114

秋の山野草展
　なぎ山草園による山野草の展示・販売です。山の駅
いろり家いっぱいに並ぶ繊細な山野草の世界をご堪能
ください。当日は山野草の苗を使った苔玉つくり
（800円～）も体験していただけます。

●日　　時　11月3日㈰ ～ 4日㉁
　　　　　　午前９時30分～午後５時まで
　　　　　　　　　　　　　　（4日は午後４時まで)

●場　　所　那岐山麓山の駅
●入場無料

●問い合わせ先　那岐山麓 山の駅　☎36-8080
　　　　　　　　役場 産業振興課　☎36-4114

　第5回目になる<ダンス・ミュージアム・イベント>
は舞踏家・三浦宏之氏によるソロ・ダンスを行いま
す。国内をはじめ、欧州・南米などでグローバルな活
動を展開している三浦宏之氏が、会場となる静寂な空
間の展示室「月」からイメージして作ったソロ・ダン
ス・パフォーマンス
を披露します。
　音が反響する特殊
な空間である展示室
「月」の中で非日常
的な雰囲気をお楽し
みください。

●日　　時　10月14日(月・祝)
●開　　場　午後２時30分～
●開　　演　午後３時～
●入 館 料　一般・大学生700円(500)／高校生500円
　　　　　　(350)／小・中学生300円(200)
　　　　　　※(　）は20名以上の団体料金
　　　　　　開催中の「始原へ・交差する想像力」も併せてご覧頂けます｡

●会　　場　奈義町現代美術館 展示室「月｣
●問い合わせ先　奈義町現代美術館　☎36-5811

第16回町長杯争奪
グラウンドゴルフ大会開催
　９月22日(日）に総合運動公園グラウンドゴルフ場
において、第16回町長杯争奪グラウンドゴルフ大会が
開催されました。
　当日の大会出場者数は60名で、天候に恵まれて元気
に活き活きとプレーを楽しみました。
　大会の主な結果は次のとおりです。優勝　有宗史郎
さん、第２位　富阪操さん、第３位　三木利夫さん。

お酒の悩み相談
開催のお知らせ

　｢お酒を止めたいのに止められない｡」｢お酒で家族に
迷惑をかけている｡」｢あの人にお酒を止めて欲しいの
に・・・｡」そんな思いを抱えている方、この機会に是
非相談に来られませんか。
　同じようにお酒に悩み、酒害と戦っている断酒会会
員の方が相談にのってくださいます。気軽にご相談く
ださい。

●相談日時　10月15日㈫
　　　　　　午後１時30分～３時30分まで

●相談場所　奈義町保健相談センター
●相談対象者　お酒のことで悩んでいる方。

（本人はもちろん、ご家族の方でも相談
にのります）

●相談担当者　断酒会会員・保健師

●そ の 他　相談は無料です。

●問い合わせ先　保健相談センター　☎36-6700

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告におい
て、全額が社会保険料控除の対象となります。その年
の１月１日から12月31日までに納付した保険料が対象
です。
　この社会保険料控除を受けるためには、納付したこ
とを証明する書類の添付が義務付けられています。
　このため、平成25年１月１日から９月30日までの間
に国民年金保険料を納付された方については、｢社会保
険料（国民年金保険料）控除証明書」が来月(11月)上
旬に日本年金機構から送付されますので、年末調整や
確定申告の際には必ずこの証明書（又は領収証書）を
添付してください。
　また、平成25年10月１日から12月31日までの間に
今年はじめて国民年金保険料を納付された方について
は、来年（2014年）の２月上旬に送付されます。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合
も、支払われたご本人の社会保険料控除に加えること
ができますので、ご家族あてに送られた控除証明書を
添付のうえ申告してください。

●控除証明書専用ダイヤル　☎0570-070-117

蜜蜂飼育者の届出制度
三浦宏之ソロ・ダンス・イベント

A Quiet Heavy Moon
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｢社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が発行されます
～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

小椋紘子人形展
　小椋紘子さん（美作市）による古布を使った手作り
人形展です。日本昔話をイメージした表情豊かで温も
りあふれる人形達が、江戸時代から昭和初期にかけて
の懐かしい日本の原風景を再現します。

●日　　時　10月25日㈮ ～ 27日㈰
　　　　　　午前10時～午後５時まで
　　　　　　　　　　　　　（27日は午後３時まで）

●場　　所　那岐山麓山の駅
●入場無料

●問い合わせ先　那岐山麓 山の駅　☎36-8080
　　　　　　　　役場 産業振興課　☎36-4114

パンジー・ビオラまつり
　なぎ山草園によるパンジーやビオラの展示販売。秋
のガーデニングにぴったりの寄せ植えや苗の販売はも
ちろん、植え付けの相談もお受けします。
パンジーのポット：65円から

●日　　時　10月26日㈯ ～ 27日㈰
　　　　　　午前９時30分～午後５時まで
　　　　　　　　　　　　　（27日は午後４時まで）

●場　　所　那岐山麓山の駅
●入場無料

●問い合わせ先　那岐山麓 山の駅　☎36-8080
　　　　　　　　役場 産業振興課　☎36-4114

秋の山野草展
　なぎ山草園による山野草の展示・販売です。山の駅
いろり家いっぱいに並ぶ繊細な山野草の世界をご堪能
ください。当日は山野草の苗を使った苔玉つくり
（800円～）も体験していただけます。

●日　　時　11月3日㈰ ～ 4日㉁
　　　　　　午前９時30分～午後５時まで
　　　　　　　　　　　　　　（4日は午後４時まで)

●場　　所　那岐山麓山の駅
●入場無料

●問い合わせ先　那岐山麓 山の駅　☎36-8080
　　　　　　　　役場 産業振興課　☎36-4114

　第5回目になる<ダンス・ミュージアム・イベント>
は舞踏家・三浦宏之氏によるソロ・ダンスを行いま
す。国内をはじめ、欧州・南米などでグローバルな活
動を展開している三浦宏之氏が、会場となる静寂な空
間の展示室「月」からイメージして作ったソロ・ダン
ス・パフォーマンス
を披露します。
　音が反響する特殊
な空間である展示室
「月」の中で非日常
的な雰囲気をお楽し
みください。

●日　　時　10月14日(月・祝)
●開　　場　午後２時30分～
●開　　演　午後３時～
●入 館 料　一般・大学生700円(500)／高校生500円
　　　　　　(350)／小・中学生300円(200)
　　　　　　※(　）は20名以上の団体料金
　　　　　　開催中の「始原へ・交差する想像力」も併せてご覧頂けます｡

●会　　場　奈義町現代美術館 展示室「月｣
●問い合わせ先　奈義町現代美術館　☎36-5811

第16回町長杯争奪
グラウンドゴルフ大会開催
　９月22日(日）に総合運動公園グラウンドゴルフ場
において、第16回町長杯争奪グラウンドゴルフ大会が
開催されました。
　当日の大会出場者数は60名で、天候に恵まれて元気
に活き活きとプレーを楽しみました。
　大会の主な結果は次のとおりです。優勝　有宗史郎
さん、第２位　富阪操さん、第３位　三木利夫さん。

お酒の悩み相談
開催のお知らせ

　｢お酒を止めたいのに止められない｡」｢お酒で家族に
迷惑をかけている｡」｢あの人にお酒を止めて欲しいの
に・・・｡」そんな思いを抱えている方、この機会に是
非相談に来られませんか。
　同じようにお酒に悩み、酒害と戦っている断酒会会
員の方が相談にのってくださいます。気軽にご相談く
ださい。

●相談日時　10月15日㈫
　　　　　　午後１時30分～３時30分まで

●相談場所　奈義町保健相談センター
●相談対象者　お酒のことで悩んでいる方。

（本人はもちろん、ご家族の方でも相談
にのります）

●相談担当者　断酒会会員・保健師

●そ の 他　相談は無料です。

●問い合わせ先　保健相談センター　☎36-6700

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告におい
て、全額が社会保険料控除の対象となります。その年
の１月１日から12月31日までに納付した保険料が対象
です。
　この社会保険料控除を受けるためには、納付したこ
とを証明する書類の添付が義務付けられています。
　このため、平成25年１月１日から９月30日までの間
に国民年金保険料を納付された方については、｢社会保
険料（国民年金保険料）控除証明書」が来月(11月)上
旬に日本年金機構から送付されますので、年末調整や
確定申告の際には必ずこの証明書（又は領収証書）を
添付してください。
　また、平成25年10月１日から12月31日までの間に
今年はじめて国民年金保険料を納付された方について
は、来年（2014年）の２月上旬に送付されます。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合
も、支払われたご本人の社会保険料控除に加えること
ができますので、ご家族あてに送られた控除証明書を
添付のうえ申告してください。

●控除証明書専用ダイヤル　☎0570-070-117

蜜蜂飼育者の届出制度
三浦宏之ソロ・ダンス・イベント

A Quiet Heavy Moon
　養

ようほう

蜂振興法が一部改正（平成24年6月27日改正、平
成25年1月1日施行）され、養蜂業者だけでなく趣味で
蜜蜂を飼育している者にも「蜜蜂飼育届」の提出が義務
づけられました。
【届出対象者】　蜜蜂の飼育を行う者
　但し、届出の除外規定が定められておりますので、詳
細は岡山県畜産課のホームページ（http：//www.pref.
okayama.jp/page/303889.html）若しくは、下記問
い合わせ先へ連絡願います。
【届出時期】　毎年１月下旬
【届出事項】　届出者の住所、氏名、電話番号、飼育場
　　　　　　　所（地番まで記入)、飼育予定蜂群数 等
【届出書類】　岡山県畜産課ホームページ若しくは、下
　　　　　　　記へ問い合わせ先へ連絡願います。
【書類提出先・問い合わせ先】
　　　　　　　〒708-8506　岡山県津山市山下53
　　　　　　　岡山県美作県民局　農林水産事業部
　　　　　　　農畜産物生産課　畜産第一班
　　　　　　　☎23-1310　FAX24-4962
【その他】
・蜜蜂飼育届を提出しない、または虚偽の届出をしたと  

きは、10万円以下の過料に処されることがあります。
・その他、蜜蜂飼育届についての不明な点等がありまし

たら、上記問い合わせ先へ連絡願います。
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平成25年度 全国学力、　学習状況調査結果

（表中の数字の単位はパーセント）

（表中の数字の単位はパーセント）

　平均正答率は、昨年度の結果に比べると大きく伸びました。国語Bで全国平均をわずかに下回った以外は、どれも
全国平均、県平均より上でした。特に基礎学力である「国語A」と「算数A」は県平均を大きく上回っており、授業
での基礎基本の徹底や、朝学習・放課後学習などの補充学習の充実を図った成果が表れています。また、無解答率も
低くなっており、学習に向かう力（学習意欲）の向上に向けた取り組みの成果と言えます。
　正答分布で見ると、｢国語B」(２人)、｢算数A」
(５人)、｢算数B」(１人）と、｢国語A」以外は全問
正解（満点）がおり、平均点を押し上げています。
｢算数A」は下位層がたいへん少なくなり、上位と下
位に山が２つできるM字型学力が解消されています。
｢国語A」は算数より下位層が多いが、いわゆるM字
型は解消されつつあります。しかし、思考力・判断
力・表現力が問われるB問題では、昨年度ほどではな
いですが、｢国語B」において下位層の方が少し高い
M字型の傾向があります。また、｢算数B」では上位
層の方が少し高いM字型となっています。

○毎日同じ時刻に起床や就寝している児童の割合が県や全国の平均より高く、規則正しい生活ができているようです。
○物事を最後までやり遂げてうれしかった経験がある児童が76％（県72％、全国71％）おり、粘り強く最後まで頑
張る場面が設定されていることがわかります。

○将来に夢や目標を持っている児童が、76％（県・全国72％）と割合が高くなっています。
○家の手伝いをしている児童が多く、｢よくしている」｢時々している」を合わせると90％になります。(県82％、全
国80％）

○地域の行事に参加している児童の割合が70％で、県や全国と比較するとたいへん高くなっています。(県39％、全
国35％）

○近所の人に出会ったときあいさつをしている児童の割合が82％と高くなっています。(県71％、全国65％）
○｢いじめはどんな理由があってもいけないことだ」と思っている児童の割合が、｢当てはまる」86％（県81％、全
国79％）と「どちらかと言えば当てはまる」14％（県14％、全国16％）で100％になり、いじめに対する理解が
深まっていることがわかります。

●自尊感情は相変わらず低く、自分によいところがあると思っている児童が20％（県37％、全国34％）にとどまっ
ています。

●平日（月～金）までの家庭での学習時間が、県や全国の平均より少ないです。目標時間の70分学習をしている児
童は50％いますが、１時間未満の児童も40％おり、二極化しています。(１時間以上は県63％、全国62％）

　また、家庭で過ごす時間が多い土日でも１時間以上学習している児童は38％しかいません。(県55％、全国57％)
●普段、家や図書館での読書の時間が少ないです。また、新聞を読んでいる児童の割合も県や全国平均より低くなっ
ています。｢読書は好きですか｡」の問いに対する答えも、｢当てはまる」が38％（県51％、全国47％)、｢どちらか
と言えば、当てはまる」が16％（県23％、全国24％）と合わせても54％でした。

○これまでの取組の継続
・授業の中での基礎基本の徹底（音読、暗唱、フラッシュカード、５問テスト）
・補充学習の充実（朝学習、放課後学習　合計２５分）（漢字、計算、読書、読解）
・家庭学習の充実（学習マラソンカードの活用、処理目標時間の設定、既習問題も含んだ習熟プリント）
・長期休業中の課題の充実（課題分野克服問題の作成、過去問の活用、課題テストの実施）
・標準学力テストの３学期実施（１年の成果と課題の考察）
◎新たな取組
・自分の考えを図や式を用いながら、根拠をつけて順序良く説明する論理的思考力を鍛えるために、考えをまとめる
ワークシートを工夫したり、発表の仕方や話型を工夫したりします。

・自尊感情を育てるために授業や行事の中で成功体験、褒められる経験を増やし、教師中心の説明的授業から児童中
心の全員参加の活動的授業への転換を図ります。

・何を用いてどのように表現すればよいかを指導者が明確に示します。(説明で用いる用語を示す。板書で説明のモ
デルを示す。等）

・学年、学級のめあてと個人のめあてにつながりを持たせ、めあてに対する振り返りや評価の場を効果的に設定します。
・｢それならできそう｡」という気持ちをつくるために、見学したことや体験したことを紹介したり、意見を伝えたり
する文章を書くときの工夫やポイントを教師が示しながら学習を進めます。

　全国学力・学習状況調査が、県内の小学校６年生・中学校３年生を対象に、４月24日に県下一斉に実施されまし
た。学力調査は国語・算数（数学）の２教科についてのＡ問題（主として「知識」に関する問題）とＢ問題（主と
して「活用」に関する問題)、学習状況調査は学校や家庭での様子をたずねる問題です。

　奈義中３年生の学力調査の結果は、右の表のように国語・数学のＡ問題・Ｂ問題とも県平均および全国平均を下
回りました。昨年度から取り組んできた放課後学習や授業改善の成果を出すことができませんでした。この結果を
厳しく受け止め、教科による分析と今後の指導方針をしっかりと示し、３年生後半の取り組みや１・２年生の指導
に活かしていきたいと考えています。
　国語の調査結果を観点別に正答率を県平均・全国平
均と比較すると、｢言語についての知識・理解・技
能」はおおむね高かったのですが、考えをまとめて表
現したり内容を理解するなどの「話す能力」や「読む
能力」は低い結果でした。
　数学では、領域別に正答率を県平均・全国平均と比
較すると「図形」については高く、｢一次関数」が低
い結果でした。また、記述式の問題については正答率
も高いのですが、無解答率も高く両極端の結果が表れ
ています。

　生徒質問紙から奈義町の子どもたちの学習を取り巻く状況について、肯定的な回答を奈義中３年生と県平均・全
国平均と比較し、特色を分析してみました。
《奈義中生徒のよいところ》１年生の調査と同様に「地域の行事への参加」については、今までも県・全国平均を

大きく上回っています。地域の力の大きさを改めて感じています。また、
決まった時刻での就寝・起床、家族での夕食、家の手伝いなど生活習慣に
関わる項目では望ましい傾向が見られます。宿題もきちんとしている生徒
が多いです。

《奈義中生徒の課題》奈義町の子どもたちの学習に関する大きな課題は「家庭学習時間」です。今回の調査では「１
時間以上」勉強している生徒の割合は56％で今まで50％を切っていた
状態からは増加しましたが、県・全国平均と比べるとまだ少なく、多く
の生徒は宿題のみに終わり、予習・復習など自主的な学習ができていな
いようです。また、今回の調査でも自己肯定感や自尊感情が弱く自信を
持てれていない様子がうかがえます。

　奈義中学校では、国語・数学の教科による分析・指導方針を全教職員が共通理解し、すべての教科・領域で課題
の克服に向けて取り組んでいくことにしています。また、３年生（10月から)、１・２年生（２月から）の放課後
学習や冬休みにも補充学習を実施します。
　生徒には家庭学習「目標２時間」を呼びかけています。３年生の二学期以降は「２時間＋α」が必要です。ご家

庭でもご指導をよろしくお願いします。また、｢あいさつができない・声が小さい」とよく指摘され
ます。地域のみなさまには、積極的に子どもたちにあいさつの声かけをしていただき、｢自信を持っ
てあいさつのできる子どもの育成」に力を貸していただければありがたいと考えています。

奈義中学校 奈義小学校
学力調査について

学力調査について

学習状況調査について

学力向上に向けて

学習状況調査について

学力向上に向けて

○評価できる項目　　●課題となる項目

国語Ａ

奈義中

73.6

県との差

－2.8

国との差

－2.8

岡山県

76.4

全　国

76.4

正答率

国語Ｂ 60.7 －5.7 －6.7 66.4 67.4

数学Ａ 61.6 －1.2 －2.1 62.8 63.7

数学B 38.6 －1.7 －2.9 40.3 41.5

国語Ａ

奈義小

68.7

県との差

＋7.3

国との差

＋6.0

岡山県

61.4

全　国

62.7

正答率

国語Ｂ 48.2 ＋0.5 －1.2 47.7 49.4

算数Ａ 84.0 ＋9.4 ＋6.8 74.6 77.2

算数B 62.9 ＋5.7 ＋4.5 57.2 58.4

○望ましい生活習慣で過ごしている。
○将来の夢や目標を持ち、努力している。
○家の手伝いをしている。
○地域の行事に参加している。
○家で学校の宿題をしている。

○平日・休日の家庭学習時間（１時間以上)。
○家庭学習での予習・復習。
○リーダーとして引っ張っていく自信。
○自分にはよいところがある。
○自分の行動や発言に自信を持っている。
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2013.10月号2013.10月号

平成25年度 全国学力、　学習状況調査結果

（表中の数字の単位はパーセント）

（表中の数字の単位はパーセント）

　平均正答率は、昨年度の結果に比べると大きく伸びました。国語Bで全国平均をわずかに下回った以外は、どれも
全国平均、県平均より上でした。特に基礎学力である「国語A」と「算数A」は県平均を大きく上回っており、授業
での基礎基本の徹底や、朝学習・放課後学習などの補充学習の充実を図った成果が表れています。また、無解答率も
低くなっており、学習に向かう力（学習意欲）の向上に向けた取り組みの成果と言えます。
　正答分布で見ると、｢国語B」(２人)、｢算数A」
(５人)、｢算数B」(１人）と、｢国語A」以外は全問
正解（満点）がおり、平均点を押し上げています。
｢算数A」は下位層がたいへん少なくなり、上位と下
位に山が２つできるM字型学力が解消されています。
｢国語A」は算数より下位層が多いが、いわゆるM字
型は解消されつつあります。しかし、思考力・判断
力・表現力が問われるB問題では、昨年度ほどではな
いですが、｢国語B」において下位層の方が少し高い
M字型の傾向があります。また、｢算数B」では上位
層の方が少し高いM字型となっています。

○毎日同じ時刻に起床や就寝している児童の割合が県や全国の平均より高く、規則正しい生活ができているようです。
○物事を最後までやり遂げてうれしかった経験がある児童が76％（県72％、全国71％）おり、粘り強く最後まで頑
張る場面が設定されていることがわかります。

○将来に夢や目標を持っている児童が、76％（県・全国72％）と割合が高くなっています。
○家の手伝いをしている児童が多く、｢よくしている」｢時々している」を合わせると90％になります。(県82％、全
国80％）

○地域の行事に参加している児童の割合が70％で、県や全国と比較するとたいへん高くなっています。(県39％、全
国35％）

○近所の人に出会ったときあいさつをしている児童の割合が82％と高くなっています。(県71％、全国65％）
○｢いじめはどんな理由があってもいけないことだ」と思っている児童の割合が、｢当てはまる」86％（県81％、全
国79％）と「どちらかと言えば当てはまる」14％（県14％、全国16％）で100％になり、いじめに対する理解が
深まっていることがわかります。

●自尊感情は相変わらず低く、自分によいところがあると思っている児童が20％（県37％、全国34％）にとどまっ
ています。

●平日（月～金）までの家庭での学習時間が、県や全国の平均より少ないです。目標時間の70分学習をしている児
童は50％いますが、１時間未満の児童も40％おり、二極化しています。(１時間以上は県63％、全国62％）

　また、家庭で過ごす時間が多い土日でも１時間以上学習している児童は38％しかいません。(県55％、全国57％)
●普段、家や図書館での読書の時間が少ないです。また、新聞を読んでいる児童の割合も県や全国平均より低くなっ
ています。｢読書は好きですか｡」の問いに対する答えも、｢当てはまる」が38％（県51％、全国47％)、｢どちらか
と言えば、当てはまる」が16％（県23％、全国24％）と合わせても54％でした。

○これまでの取組の継続
・授業の中での基礎基本の徹底（音読、暗唱、フラッシュカード、５問テスト）
・補充学習の充実（朝学習、放課後学習　合計２５分）（漢字、計算、読書、読解）
・家庭学習の充実（学習マラソンカードの活用、処理目標時間の設定、既習問題も含んだ習熟プリント）
・長期休業中の課題の充実（課題分野克服問題の作成、過去問の活用、課題テストの実施）
・標準学力テストの３学期実施（１年の成果と課題の考察）
◎新たな取組
・自分の考えを図や式を用いながら、根拠をつけて順序良く説明する論理的思考力を鍛えるために、考えをまとめる
ワークシートを工夫したり、発表の仕方や話型を工夫したりします。

・自尊感情を育てるために授業や行事の中で成功体験、褒められる経験を増やし、教師中心の説明的授業から児童中
心の全員参加の活動的授業への転換を図ります。

・何を用いてどのように表現すればよいかを指導者が明確に示します。(説明で用いる用語を示す。板書で説明のモ
デルを示す。等）

・学年、学級のめあてと個人のめあてにつながりを持たせ、めあてに対する振り返りや評価の場を効果的に設定します。
・｢それならできそう｡」という気持ちをつくるために、見学したことや体験したことを紹介したり、意見を伝えたり
する文章を書くときの工夫やポイントを教師が示しながら学習を進めます。

　全国学力・学習状況調査が、県内の小学校６年生・中学校３年生を対象に、４月24日に県下一斉に実施されまし
た。学力調査は国語・算数（数学）の２教科についてのＡ問題（主として「知識」に関する問題）とＢ問題（主と
して「活用」に関する問題)、学習状況調査は学校や家庭での様子をたずねる問題です。

　奈義中３年生の学力調査の結果は、右の表のように国語・数学のＡ問題・Ｂ問題とも県平均および全国平均を下
回りました。昨年度から取り組んできた放課後学習や授業改善の成果を出すことができませんでした。この結果を
厳しく受け止め、教科による分析と今後の指導方針をしっかりと示し、３年生後半の取り組みや１・２年生の指導
に活かしていきたいと考えています。
　国語の調査結果を観点別に正答率を県平均・全国平
均と比較すると、｢言語についての知識・理解・技
能」はおおむね高かったのですが、考えをまとめて表
現したり内容を理解するなどの「話す能力」や「読む
能力」は低い結果でした。
　数学では、領域別に正答率を県平均・全国平均と比
較すると「図形」については高く、｢一次関数」が低
い結果でした。また、記述式の問題については正答率
も高いのですが、無解答率も高く両極端の結果が表れ
ています。

　生徒質問紙から奈義町の子どもたちの学習を取り巻く状況について、肯定的な回答を奈義中３年生と県平均・全
国平均と比較し、特色を分析してみました。
《奈義中生徒のよいところ》１年生の調査と同様に「地域の行事への参加」については、今までも県・全国平均を

大きく上回っています。地域の力の大きさを改めて感じています。また、
決まった時刻での就寝・起床、家族での夕食、家の手伝いなど生活習慣に
関わる項目では望ましい傾向が見られます。宿題もきちんとしている生徒
が多いです。

《奈義中生徒の課題》奈義町の子どもたちの学習に関する大きな課題は「家庭学習時間」です。今回の調査では「１
時間以上」勉強している生徒の割合は56％で今まで50％を切っていた
状態からは増加しましたが、県・全国平均と比べるとまだ少なく、多く
の生徒は宿題のみに終わり、予習・復習など自主的な学習ができていな
いようです。また、今回の調査でも自己肯定感や自尊感情が弱く自信を
持てれていない様子がうかがえます。

　奈義中学校では、国語・数学の教科による分析・指導方針を全教職員が共通理解し、すべての教科・領域で課題
の克服に向けて取り組んでいくことにしています。また、３年生（10月から)、１・２年生（２月から）の放課後
学習や冬休みにも補充学習を実施します。
　生徒には家庭学習「目標２時間」を呼びかけています。３年生の二学期以降は「２時間＋α」が必要です。ご家

庭でもご指導をよろしくお願いします。また、｢あいさつができない・声が小さい」とよく指摘され
ます。地域のみなさまには、積極的に子どもたちにあいさつの声かけをしていただき、｢自信を持っ
てあいさつのできる子どもの育成」に力を貸していただければありがたいと考えています。

奈義中学校 奈義小学校
学力調査について

学力調査について

学習状況調査について

学力向上に向けて

学習状況調査について

学力向上に向けて

○評価できる項目　　●課題となる項目

国語Ａ

奈義中

73.6

県との差

－2.8

国との差

－2.8

岡山県

76.4

全　国

76.4

正答率

国語Ｂ 60.7 －5.7 －6.7 66.4 67.4

数学Ａ 61.6 －1.2 －2.1 62.8 63.7

数学B 38.6 －1.7 －2.9 40.3 41.5

国語Ａ

奈義小

68.7

県との差

＋7.3

国との差

＋6.0

岡山県

61.4

全　国

62.7

正答率

国語Ｂ 48.2 ＋0.5 －1.2 47.7 49.4

算数Ａ 84.0 ＋9.4 ＋6.8 74.6 77.2

算数B 62.9 ＋5.7 ＋4.5 57.2 58.4

○望ましい生活習慣で過ごしている。
○将来の夢や目標を持ち、努力している。
○家の手伝いをしている。
○地域の行事に参加している。
○家で学校の宿題をしている。

○平日・休日の家庭学習時間（１時間以上)。
○家庭学習での予習・復習。
○リーダーとして引っ張っていく自信。
○自分にはよいところがある。
○自分の行動や発言に自信を持っている。
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2013.10月号 2013.10月号

中  学  校

滝川つくし幼稚園

※60歳～64歳までの間に献血の経験がある方は、
　69歳まで献血が可能です。

●問い合わせ先　保健相談センター  ☎36-6700

中  学  校
旬を食べ

る
旬を食べ

る
～地産地消のすすめ～

滝川つくし幼稚園

★里芋団子（４人分）
　・里芋…………………………４個

　・無塩バター……………小さじ２
　・片栗粉…………………大さじ１
　　・しょうゆ……………大さじ１
　　・みりん………………大さじ１
　　・塩…………………………少々
　・砂糖……………………大さじ１

（1）ゆでた里芋をペースト状になるまでつぶし、片栗
粉を加え、混ぜる。

（2）形を整え、フライパンにバターを溶かし、焼き色
がつくまで焼く。

（3）しょうゆ、みりん、塩、砂糖をまぜたタレをから
める。

　　山に
自生する

やま

　のいも
に対し、

里で栽

培される
芋である

ところか

ら、｢さ
といも」

と呼ばれ
ま

す。おふ
くろの味

はもちろ
ん、

バラエテ
ィ豊かな

料理に利
用

できるさ
といもは

、もっと

　広く食
卓に登場

させたい

　　食材
のひとつ

です。

年　　　齢
体　　　重

400mℓ献血
献　　血　　の　　基　　準

18歳～64歳
男女とも50kg以上

献血の種類

献血の受付をされた方に、卵、ティッシュ等を
お配りしています。

　血液は、同じ血液型でもひとりひとり微妙に異なり
ます。
　輸血を受ける患者さんのためには、できるだけ少な
い献血者の方からの血液パックを輸血したほうが、副
作用(発熱や発疹など)やウイルス感染の可能性を軽減
させることができます。
　たとえば、800mℓを輸血する場合、200mℓ献血で
は4人分の血液が必要ですが、400mℓ献血では2人分
の血液で済むため、より安全な輸血となります。
（県内主要病院からの受注の97％が400mℓ献血由来
の血液になっています）

●問い合わせ先　保健相談センター    ☎36－6700

……皮をむき、や
　　わらかくなる
　　までゆでる

●日　時  　10月31日㈭
●受　付　  午前10時～午前11時・正午～午後３時
●場　所　  保健相談センター

年齢18歳以上、

体重50㎏以上の
方は、

ぜひ献血にご協
力ください！

○対 象 者：町内に住所を有し、接種を希望される６５歳以上初回接種者
　　　　（前回接種から５年以上が経過し、医師が必要であると認められる場合
　　　　　追加接種ができます)
○接種期間：平成25年10月１日(火）～  平成26年１月31日(金）
○自己負担額：2500円

肺炎球菌ワクチン接種

○対 象 者：町内に住所を有し、接種を希望される１歳から平成７年度（平成８
　　　　　　年４月１日まで）生まれの方
○接種期間：平成25年10月１日(火）～  平成26年１月31日(金）
○自己負担額：1500円

子どものインフルエンザワクチン接種

○対 象 者：町内に住所を有し、接種を希望される65歳以上の方
○接種期間：平成25年10月１日(火）～  平成26年１月31日(金）
○接種場所：県内の医療機関（事前予約が必要）
○自己負担額：1500円

インフルエンザワクチン接種

※詳しくは、広報紙と一緒に配布しておりますちらしをご覧ください。

　２年生が６月12日〜14日の３日間「職場体験学習｣
を行いました。奈義町内34の事業所に協力していただ
いて、｢自分自身の生き方や進路を考える」ことなどを
目的に、たくさんの貴重な経験をさせていただきました。
事業所の方々が工夫して準備してくださった仕事に緊張
しながらも、教えていただいたとおりに一生懸命に頑張
りました。学校や家庭では見せないたくましい表情で働
く姿に新たな一面を発見しました。失敗して事業所のみ
なさんにご迷惑をおかけしたこともあったと思いますが、
どこの事業所でも「よく頑張っていますよ」｢いい子た
ちですね」とほめていただきました。たった３日間の職
場体験でしたが、働くことの喜びや大変さを経験し、一
回り大きく成長したようです。これからの学校生活の中
でも、今回の職場体験での経験を活かして、いろいろな
課題を乗り越え、学習や生活にチャレンジしていっても
らいたいと思います。
　この３日間それぞれ忙しい仕事を抱えながら中学生を
受け入れてくださり、指導してくださった事業所のみな
さま「ありがとうございました。本当にお世話になりま
した｡」

　９月上旬、滝本グラウンドに虫捕りに行きました。
　｢おった!」と、飛んで逃げるトノサマバッタやクルマバッタを走って追い
かけたり、そっと近づいたりして「捕まえた!」と、夢中になって虫捕りを
した子ども達です。年長児が網の中から上手くバッタを捕っている様子を見
た年少児が“自分も”と、挑戦し、「捕まえた!」と、得意そうな顔。最初、
恐る恐る触っていた幼児も「足をこうして持ったらえんで｡｣ と、友達に持
ち方を教えてもらったことで持つことができるようになりました。帰る時
には「たくさん捕まえた。おもしろかった!」と、子ども達から声が上がり、
満足した様子が伺えました。
　捕まえた虫の飼育の仕方を年長児が図鑑で調べ、｢土を入れんといけんな
ぁ｡｣「何を食べるんかな?」と、飼育ケースに土を入れ、バッタの好きな草を
探してきたり、コオロギには畑のナスを採ってきたり、隠れ場所が必要なこ
とが分かるとカップを入れたりなど、図鑑を見ながら自分達で虫の家を作り
ました。飼育ケースのバッタの様子を横から見て、｢おいしそうに草を食べて
る｡｣「このバッタ、土の中に卵を産みようるんじゃない?　図鑑の写真と一
緒じゃで｡」と、興味をもって見ていた子ども達です。｢あっ、コオロギが鳴
いた。かわいい声じゃなぁ｡｣「羽を広げて鳴くんじゃ！」と、実際にコオロ
ギの鳴く声を聞いたり、鳴く様子を見ることもできました。
　身近な秋の自然の中で、虫を捕まえたり、触ったり、世話をしたりして五
感で感じながら虫との触れ合いを楽しみました。
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里で栽

培される
芋である

ところか

ら、｢さ
といも」

と呼ばれ
ま

す。おふ
くろの味

はもちろ
ん、

バラエテ
ィ豊かな

料理に利
用

できるさ
といもは

、もっと

　広く食
卓に登場

させたい

　　食材
のひとつ

です。

年　　　齢
体　　　重

400mℓ献血
献　　血　　の　　基　　準

18歳～64歳
男女とも50kg以上

献血の種類

献血の受付をされた方に、卵、ティッシュ等を
お配りしています。

　血液は、同じ血液型でもひとりひとり微妙に異なり
ます。
　輸血を受ける患者さんのためには、できるだけ少な
い献血者の方からの血液パックを輸血したほうが、副
作用(発熱や発疹など)やウイルス感染の可能性を軽減
させることができます。
　たとえば、800mℓを輸血する場合、200mℓ献血で
は4人分の血液が必要ですが、400mℓ献血では2人分
の血液で済むため、より安全な輸血となります。
（県内主要病院からの受注の97％が400mℓ献血由来
の血液になっています）

●問い合わせ先　保健相談センター    ☎36－6700

……皮をむき、や
　　わらかくなる
　　までゆでる

●日　時  　10月31日㈭
●受　付　  午前10時～午前11時・正午～午後３時
●場　所　  保健相談センター

年齢18歳以上、

体重50㎏以上の
方は、

ぜひ献血にご協
力ください！

○対 象 者：町内に住所を有し、接種を希望される６５歳以上初回接種者
　　　　（前回接種から５年以上が経過し、医師が必要であると認められる場合
　　　　　追加接種ができます)
○接種期間：平成25年10月１日(火）～  平成26年１月31日(金）
○自己負担額：2500円

肺炎球菌ワクチン接種

○対 象 者：町内に住所を有し、接種を希望される１歳から平成７年度（平成８
　　　　　　年４月１日まで）生まれの方
○接種期間：平成25年10月１日(火）～  平成26年１月31日(金）
○自己負担額：1500円

子どものインフルエンザワクチン接種

○対 象 者：町内に住所を有し、接種を希望される65歳以上の方
○接種期間：平成25年10月１日(火）～  平成26年１月31日(金）
○接種場所：県内の医療機関（事前予約が必要）
○自己負担額：1500円

インフルエンザワクチン接種

※詳しくは、広報紙と一緒に配布しておりますちらしをご覧ください。
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2013.10月号 2013.10月号

【 岡山県内公共図書館合同企画協賛事業 】

10/19㈯～12/15㈰
スタンプをあつめて記念品をゲットしよう (^o^)/

秋の読書マラソン秋の読書マラソン秋の読書マラソン

●当館の利用者カードをお持ちの方なら期間中いつでも参
　加できます。
●本を借りたり、行事に参加するごとにスタンプカードに
　スタンプを押していきます。
●スタンプが 20コで粗品（または本を１冊ブックコート
　かけします）、40コあつまったら記念品をさしあげます。
　小学生以下の部：文具 ／ 中学生以上の部：図書カード
　　　　　●中学生以上の部で、参加者が多い
　　　　　　場合は抽選とさせていただきます。
　　　　　●記念品の引きかえ、当選者の発表
　　　　　　は 12月 21日㈯から窓口でおこ
　　　　　　ないます。

●主催・問い合わせ先　奈義町立図書館　☎36-5811

10：30～11：3010月３日㈭
10：30～11：30８日㈫

なぎ

チャイ
ルドホ

ーム

つどい
の広場

「ちゅ
くしん

ぼ」

いっしょにあそぼ!
０・１歳児あつまれ! 

10：30～11：3021日㈪ 子どもの話する時間
10：00～12：0024日㈭ おないどし きんちゃい!
10：30～11：0028日㈪ 音遊び 
10：30～11：3011月７日㈭ いっしょにあそぼ!

9：30～10：00

10月９日㈬

22日㈫

13：00～13：30
13：15～13：45

13：00～13：30

16日㈬ １歳６か月児健康診査 平成24年２月１日～平成24年４月30日生まれの幼児
フッ素塗布 乳歯が4本以上生えた乳児～小学校入学前までの希望者
よちよち広場 生後３か月～生後１歳６か月の乳幼児

平成25年５月１日～平成25年７月31日生まれの乳児乳児健診

【注意】10月15日㈫、11月5日㈫はお休みします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　10日と17日は思春期ふれあい体験のため、午前中お休みします。 

なぎチャイルドホーム

受付時間月　日 行　　　事 対　　　象　　　者

保健相談
センター

場　所

毎週月～金曜日
時　　間
10：00～15：00

場　　　所
なぎチャイルドホーム

対 象 者 ・ 内 容
乳幼児と保護者の情報交換と交流

月 日

※主に小学生以下のお子様と妊婦
　を対象とした行事を紹介します

10：00～15：00 なぎチャイルドホーム

幼・小・中学生をはじめ、地域の皆さんもい
つでも遊びにおいでください｡
休日オープン日
　10月19日㈯秋のバザー開始日です。

毎週
月～金曜日

時　　間 場　　　所 対 象 者 ・ 内 容月 日

◎問い合わせ先　奈義町保健相談センター ☎36-6700

◎問い合わせ先　なぎチャイルドホーム ☎36-8241

こんなに大きくなりました　   歳で～す

平成24年９月生まれ

67

（
民
間
信
仰
）

本を１冊借りると……………スタンプ１コ！

図書館行事に参加すると……スタンプ１コ！

あらたに利用者登録すると…スタンプ１コ！

（漫画・雑誌・視聴覚資料 [CD・DVD・ビデオ ]以外 /上限：１日５コまで）

（おはなし会・おはなしのへや・なぎ昔話語りの会あきの公演 など）

九
月　

短 

歌 

会

な
ぎ
文
芸

（
提
出
順
）

ひ
た
す
ら
に
探
せ
し
ル
ー
ペ
が
卓
上

に
不
意
に
見
え
来
て
一
人
笑
ふ
も

　
　
　
　
　
　
　
　

赤
堀　

敦
子

板
金
を
仕
事
と
な
せ
る
孫
な
れ
ば
来

る
度
に
軍
手
を
ま
と
め
て
持
た
す

　
　
　
　
　
　
　
　

森
安　

千
鶴

若
者
は
放
つ
て
お
け
よ
と
言
ふ
な
れ

ど
さ
う
も
行
か
ぬ
と
今
日
も
草
取
る

　
　
　
　
　
　
　
　

福
永
喜
和
子

炎
天
下
白
球
を
追
ふ
若
人
の
か
が
や

く
横
顔
頼
も
し
か
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

園

商
を
六
十
余
年
頑
張
れ
ど
大
型
店
が

お
そ
ふ
大
津
波
の
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　

森　

能
理
子

思
ひ
出
し
母
の
仕
種
を
ま
ね
す
れ
ど

吾
が
糸
切
り
歯
は
糸
さ
へ
切
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　

平
賀　

朱
巳

隙
間
よ
り
洩
れ
ゐ
る
入
日
を
み
ほ
と

け
は
二
の
腕
に
う
け
黙
し
て
在
す

　
　
　
　
　
　
　
　

芦
田　
　

滿

　

  

講
師  　

関
内 　

惇 

先
生

高
齢
者
の
施
設
に
共
に
暮
ら
す
友
吾

よ
り
老
い
し
も
よ
く
気
使
ひ
な
す

　
　
　
　
　
　
　
　

有
元　

文
子

里
芋
や
大
豆
の
土
寄
せ
や
つ
と
済
み

美
容
院
に
行
か
む
今
朝
降
る
雨
に

　
　
　
　
　
　
　
　

浅
野　

啓
子

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
賛
否
激
し
き
国
内
に
那
岐

の
裾
野
の
稲
田
ゆ
た
け
し

　
　
　
　
　
　
　
　

浅
野
三
喜
枝

大
の
字
に
寝
こ
ろ
び
風
に
吹
か
れ
つ

つ
自
由
の
我
が
身
イ
メ
ー
ジ
し
て
を

り　
　
　
　
　
　
　

内
藤　

早
苗

胡
麻
豆
腐
と
梅
肉
は
夏
の
味
に
し
て

遠
き
日
の
ま
ま
母
の
娘
な
り
よ

　
　
　
　
　
　
　
　

高
取　

尚
子

富
士
山
が
世
界
遺
産
に
成
り
し
今
様

ざ
ま
を
知
る
新
聞
テ
レ
ビ
に

　
　
　
　
　
　
　
　

小
童
谷
賢
子

暗
や
み
に
海
ホ
タ
ル
光
る
渚
に
は
梅

雨
の
終
り
か
波
の
音
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　

多
賀
桐　

宗
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2013.10月号 2013.10月号

【 岡山県内公共図書館合同企画協賛事業 】

10/19㈯～12/15㈰
スタンプをあつめて記念品をゲットしよう (^o^)/

秋の読書マラソン秋の読書マラソン秋の読書マラソン

●当館の利用者カードをお持ちの方なら期間中いつでも参
　加できます。
●本を借りたり、行事に参加するごとにスタンプカードに
　スタンプを押していきます。
●スタンプが 20コで粗品（または本を１冊ブックコート
　かけします）、40コあつまったら記念品をさしあげます。
　小学生以下の部：文具 ／ 中学生以上の部：図書カード
　　　　　●中学生以上の部で、参加者が多い
　　　　　　場合は抽選とさせていただきます。
　　　　　●記念品の引きかえ、当選者の発表
　　　　　　は 12月 21日㈯から窓口でおこ
　　　　　　ないます。

●主催・問い合わせ先　奈義町立図書館　☎36-5811

10：30～11：3010月３日㈭
10：30～11：30８日㈫

なぎ

チャイ
ルドホ

ーム

つどい
の広場

「ちゅ
くしん

ぼ」

いっしょにあそぼ!
０・１歳児あつまれ! 

10：30～11：3021日㈪ 子どもの話する時間
10：00～12：0024日㈭ おないどし きんちゃい!
10：30～11：0028日㈪ 音遊び 
10：30～11：3011月７日㈭ いっしょにあそぼ!

9：30～10：00

10月９日㈬

22日㈫

13：00～13：30
13：15～13：45

13：00～13：30

16日㈬ １歳６か月児健康診査 平成24年２月１日～平成24年４月30日生まれの幼児
フッ素塗布 乳歯が4本以上生えた乳児～小学校入学前までの希望者
よちよち広場 生後３か月～生後１歳６か月の乳幼児

平成25年５月１日～平成25年７月31日生まれの乳児乳児健診

【注意】10月15日㈫、11月5日㈫はお休みします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　10日と17日は思春期ふれあい体験のため、午前中お休みします。 

なぎチャイルドホーム

受付時間月　日 行　　　事 対　　　象　　　者

保健相談
センター

場　所

毎週月～金曜日
時　　間
10：00～15：00

場　　　所
なぎチャイルドホーム

対 象 者 ・ 内 容
乳幼児と保護者の情報交換と交流

月 日

※主に小学生以下のお子様と妊婦
　を対象とした行事を紹介します

10：00～15：00 なぎチャイルドホーム

幼・小・中学生をはじめ、地域の皆さんもい
つでも遊びにおいでください｡
休日オープン日
　10月19日㈯秋のバザー開始日です。

毎週
月～金曜日

時　　間 場　　　所 対 象 者 ・ 内 容月 日

◎問い合わせ先　奈義町保健相談センター ☎36-6700

◎問い合わせ先　なぎチャイルドホーム ☎36-8241

こんなに大きくなりました　   歳で～す

平成24年９月生まれ

67

（
民
間
信
仰
）

本を１冊借りると……………スタンプ１コ！

図書館行事に参加すると……スタンプ１コ！

あらたに利用者登録すると…スタンプ１コ！

（漫画・雑誌・視聴覚資料 [CD・DVD・ビデオ ]以外 /上限：１日５コまで）

（おはなし会・おはなしのへや・なぎ昔話語りの会あきの公演 など）

日
は
西
に
大
の
字
に
寝
て
虫
の
声

　
　
　
　
　
　
　

黒
田　

晋
平

夏
ば
て
を
引
き
締
め
朝
の
紅
を
曳

く　
　
　
　
　
　

上
原
�
じ
江

暑
い
で
す
外
は
蒸
せ
ま
す
歯
科
医

院　
　
　
　
　
　

廣
友
美
枝
子

夏
祭
母
の
手
放
し
児
の
駆
け
る

　
　
　
　
　
　
　

浅
野
三
喜
枝

腕
白
の
疲
れ
を
知
ら
ず
蝉
し
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
　

関
場
た
き
江

一
粒
の
米
も
流
さ
ず
敗
戦
忌

　
　
　
　
　
　
　

高
村　

令
子

柿
た
わ
わ
母
に
つ
と
め
し
三
十
年

　
　
　
　
　
　
　

有
元　

文
子

夏
祭
あ
や
し
た
く
な
る
乳
母
車

　
　
　
　
　
　
　

上
原　

民
子

豪
雨
あ
と
葉
隠
れ
瓜
を
現
に
す

　
　
　
　
　
　
　

内
藤　
　

恵

夕
立
去
り
山
形
仙
に
夕
日
置
く

　
　
　
　
　
　
　

柴
田
つ
る
子

俳 

句 

会

九
月

　

柿
・
油
尾
の
西
の
山
道
辺
に
建
っ
て
い
ま
す
。「
奉
納
大
乘
妙
典
日
本
廻
国
」、

「
○
源
法
師
」

と
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
台

風
23
号
の
と

き
倒
木
で
塔

が
折
れ
た
と

聞
き
ま
し
た

が
他
の
伝
へ

は
わ
か
り
ま

せ
ん
。

▲ 森
もりやま

山　純
じゅんき

希 くん
６日生まれ（荒内西)

★笑顔いっぱいで、すくすく大
きくなってね☆
父・伸治さん　母・亮子さん

▲ 岡
お か べ

部　晃
あきひさ

久 くん
13日生まれ（中島西)

★元気いっぱいに育ってね！

父・洋行さん　母・味和子さん

▲ 菅
すがわら

原　理
よしなり

功 くん
21日生まれ（滝本)

★祝１歳！毎日笑顔をくれてあ
りがとう。

父・真通さん　母・千賀子さん

▲ 小
ひ じ や

童谷　結
ゆ い と

人 くん
14日生まれ（中島東)

★毎日笑顔をありがとう。すく
すく成長してね♡
父・豊さん　母・澄子さん

▲ 上
うえはら

原　百
も も か

花 ちゃん
28日生まれ（中島西)

★元気で明るく笑顔いっぱいの
子になってね！

父・憲治さん　母・みどりさん

柿
の
日
本
廻
国
塔
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意見・提案
「サークル紹介」

募  集
●11月号は10月10日㈭が締め切りです。
　また、町・広報委員会に対するご意見・ご提案を募集しています。

2013.10月号2013.10月号

火　　　災　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

救　　　急　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

８

月

累
　

計

0

件

1

件

８

月

累
　

計

3

件

56

件

建　物
林　野
その他

0件
0件
0件

建　物
林　野
その他

2件
0件
1件

建　物
林　野
その他

1件
0件
0件

建　物
林　野
その他

36件
6件

14件

８月
累計

件　　数 搬送人員
33件

185件
40人

190人

件　　数 搬送人員
671件

4,875件
652人

4,562人

津山圏域消防組合

※ 電話で必ずご確認ください。

平成25年８月31日現在

８月11日 ～ ９月10日受付
（敬称略）

８月21日 ～ ９月20日受付
（敬称略）

ご誕生おめでとうございます

ご結婚おめでとうございます

死亡おくやみ申し上げます

各課直通ダイヤル
ご用の課へ直接電話してください

休　日　当　番　医

△

滝　本　・　岐　部　叶　和ちゃん
　　　　　　　　　　　（直人・ひろみ）

豊　沢　・　永　幡　怜　奈ちゃん
　　　　　　　　　　　（好春・裕子）

　柿　　・　柴　田　妃　菜ちゃん
　　　　　　　　　　　（晃司・未菜）

建設上下水道課
土木建設係
上下水道係

出 納 室

総 務 課

議会事務局

海洋センター

税務住民課

演習場対策室

健康福祉課

ビ カ リ ア
ミュージアム
那 岐 山 麓
山 の 駅

教育総務課

美 術 館
図 書 館

文化センター

ウォーキングプール

地域包括支援
セ ン タ ー 36-4119

産 業 振興課

（平成25年９月１日現在）

2,418世帯

6,211

人
人

男
女

人
（先月比較 －22） 

3,030
3,181

滝　本　・　田　中　　　廉
　　　　　　　　　　美　穂（山口県）

広　岡　・　皆　木　裕　樹
　　　　　　　　　　ひろみ（高円）

滝　本　・　関　場　昭　一（86歳）
成　松　・　笠　木　　　章（87歳）
広　岡　・　鷲　田　富　子（92歳）
滝　本　・　芦　田　温　子（92歳）

10

太 平 台 医 院
勝央町　☎38 -5775

小 坂 田 医 院
勝央町　☎38 -2043

さ と う 記 念 病 院
勝央町　☎38 -6688

大 村 医 院
勝央町　☎38 -2058

野 々 上 医 院
奈義町　☎36 -8282

小 坂 田 医 院
勝央町　☎38 -2043

松 野 内 科 医 院
美作市(勝田地区) ☎ 0868-77-1310

10月
6日

日 本 原 病 院
津山市日本原　☎36 -3311

野 々 上 医 院
奈義町　☎36 -8282

13日

小 林 医 院
勝央町　☎38 -2008

14日 大 村 医 院
勝央町　☎38 -2058

さ と う 記 念 病 院
勝央町　☎38 -6688

20日

27日

 と　　　わ

 れ  い  な

 ひ  　  な

香典返しとして
豊　沢・竹　上　康　成（亡父・正明）
皆　木・皆　木　厚　於（亡父・茂）
滝　本・芦　田　八　束（亡母・温子）

社会福祉のために
広　岡・有限会社宝興産　奈義町営業所

☆
乳
が
ん
を
防
ぐ
生
活
習
慣
☆

①
動
物
性
脂
肪
は
ひ
か
え
め
に
す
る

②
食
べ
す
ぎ
を
さ
け
、
肥
満
を
防
ぐ

③
野
菜
を
し
っ
か
り
食
べ
る

④
喫
煙
を
ひ
か
え
る

●
日
時　

10
月
18
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

●
担
当

人
権
擁
護
委
員
・
行
政
相
談
委
員
・
民
生
児

童
委
員
・
教
育
相
談
員

●
相
談
内
容

相
続
、
登
記
、
金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、
隣

り
近
所
、
家
庭
内
、
体
罰
、
名
誉
侵
害
、
人
権
、

環
境
、
農
地
問
題
、
税
金
、
年
金
、
い
じ
め
、

非
行
、
教
育
な
ど
に
関
す
る
諸
問
題

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
ま
た

相
談
日
以
外
で
も
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談

委
員
は
自
宅
で
、
教
育
相
談
は
専
用
電
話
☎
36

︲
８
１
１
０
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

す
。
実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
‼

　

全
国
一
斉
に
法
務
局
休
日
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
厳
守
で
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
10
月
６
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　
岡
山
地
方
法
務
局
津
山
支
局

（
津
山
市
田
町
64
番
地
）

●
相
談
内
容

土
地
・
建
物
・
会
社
・
法
人
な
ど
の
登
記
手

続
き
、
土
地
の
境
界
問
題
、
遺
言
・
相
続
に

関
す
る
も
の
、
戸
籍
に
関
す
る
も
の
、
い
じ

め
・
Ｄ
Ｖ
・
差
別
・
虐
待
等
の
人
権
問
題
に

関
す
る
も
の

●
相
談
員　
公
証
人
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋

22

　

女
性
の
み
な
さ
ん
は
毎
月
自
己
検
診
を
し
て

い
ま
す
か
？
？

　

毎
月
の
自
己
検
診
は
、
乳
が
ん
の
早
期
発
見

に
つ
な
が
り
ま
す
。
月
経
の
あ
る
人
は
、
生
理

が
終
わ
っ
た
１
週
間
後
の
乳
房
が
張
っ
て
い
な

い
時
期
、
閉
経
後
の
人
は
記
念
日
な
ど
の
覚
え

や
す
い
１
日
を
決
め
て
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

乳
が
ん
は
生
活
習
慣
で
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

■
行
政・悩
み
ご
と・心
配
ご
と・教
育
相
談

→

22

■
１０
月
は
乳
が
ん
月
間
で
す

■
全
国
一
斉
！

　

法
務
局
休
日
相
談
所
開
設



意見・提案
「サークル紹介」

募  集
●11月号は10月10日㈭が締め切りです。
　また、町・広報委員会に対するご意見・ご提案を募集しています。

2013.10月号2013.10月号

火　　　災　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

救　　　急　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

８

月

累
　

計

0

件

1

件

８

月

累
　

計

3

件

56

件

建　物
林　野
その他

0件
0件
0件

建　物
林　野
その他

2件
0件
1件

建　物
林　野
その他

1件
0件
0件

建　物
林　野
その他

36件
6件

14件

８月
累計

件　　数 搬送人員
33件

185件
40人

190人

件　　数 搬送人員
671件

4,875件
652人

4,562人

津山圏域消防組合

※ 電話で必ずご確認ください。

平成25年８月31日現在

８月11日 ～ ９月10日受付
（敬称略）

８月21日 ～ ９月20日受付
（敬称略）

ご誕生おめでとうございます

ご結婚おめでとうございます

死亡おくやみ申し上げます

各課直通ダイヤル
ご用の課へ直接電話してください

休　日　当　番　医
△

滝　本　・　岐　部　叶　和ちゃん
　　　　　　　　　　　（直人・ひろみ）

豊　沢　・　永　幡　怜　奈ちゃん
　　　　　　　　　　　（好春・裕子）

　柿　　・　柴　田　妃　菜ちゃん
　　　　　　　　　　　（晃司・未菜）

建設上下水道課
土木建設係
上下水道係

出 納 室

総 務 課

議会事務局

海洋センター

税務住民課

演習場対策室

健康福祉課

ビ カ リ ア
ミュージアム
那 岐 山 麓
山 の 駅

教育総務課

美 術 館
図 書 館

文化センター

ウォーキングプール

地域包括支援
セ ン タ ー 36-4119

産 業 振興課

（平成25年９月１日現在）

2,418世帯

6,211

人
人

男
女

人
（先月比較 －22） 

3,030
3,181

滝　本　・　田　中　　　廉
　　　　　　　　　　美　穂（山口県）

広　岡　・　皆　木　裕　樹
　　　　　　　　　　ひろみ（高円）

滝　本　・　関　場　昭　一（86歳）
成　松　・　笠　木　　　章（87歳）
広　岡　・　鷲　田　富　子（92歳）
滝　本　・　芦　田　温　子（92歳）

10

太 平 台 医 院
勝央町　☎38 -5775

小 坂 田 医 院
勝央町　☎38 -2043

さ と う 記 念 病 院
勝央町　☎38 -6688

大 村 医 院
勝央町　☎38 -2058

野 々 上 医 院
奈義町　☎36 -8282

小 坂 田 医 院
勝央町　☎38 -2043

松 野 内 科 医 院
美作市(勝田地区) ☎ 0868-77-1310

10月
6日

日 本 原 病 院
津山市日本原　☎36 -3311

野 々 上 医 院
奈義町　☎36 -8282

13日

小 林 医 院
勝央町　☎38 -2008

14日 大 村 医 院
勝央町　☎38 -2058

さ と う 記 念 病 院
勝央町　☎38 -6688

20日

27日

 と　　　わ

 れ  い  な

 ひ  　  な

香典返しとして
豊　沢・竹　上　康　成（亡父・正明）
皆　木・皆　木　厚　於（亡父・茂）
滝　本・芦　田　八　束（亡母・温子）

社会福祉のために
広　岡・有限会社宝興産　奈義町営業所

☆
乳
が
ん
を
防
ぐ
生
活
習
慣
☆

①
動
物
性
脂
肪
は
ひ
か
え
め
に
す
る

②
食
べ
す
ぎ
を
さ
け
、
肥
満
を
防
ぐ

③
野
菜
を
し
っ
か
り
食
べ
る

④
喫
煙
を
ひ
か
え
る

調
査
士
、
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局
職
員

●
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
地
方
法
務
局
津
山
支
局
総
務
課

　

☎
22
︲
９
１
５
７

　

各
家
庭
に
設
置
し
て
い
ま
す
防
災
行
政
無
線

か
ら
放
送
が
流
れ
な
い
。
途
中
で
放
送
が
途
切

れ
る
等
の
不
具
合
が
起
き
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
家
庭
で
も
放
送
に
不
具
合
等
が
あ

る
場
合
は
、
役
場
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
電
波
状
況
に
よ
っ
て
途
切
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課　

☎
36
︲
４
１
１
１

　

10
月
21
日
㈪
か
ら
27
日
㈰
は
行
政
相
談
週
間

で
す
。

　

行
政
相
談
週
間
は
、
総
務
省
の
行
政
相
談
制

度
を
広
く
国
民
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
く

た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

行
政
相
談
週
間
の
期
間
中
に
、
県
内
３
カ
所

で
「
一
日
合
同
行
政
相
談
所
」
を
開
設
し
、
登

記
や
戸
籍
、
多
重
債
務
、
賃
金
、
雇
用
保
険
、

道
路
、
福
祉
、
交
通
安
全
、
Ｄ
Ｖ
、
犯
罪
被
害
、

悪
徳
商
法
、
年
金
、
相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見
、

土
地
の
境
界
、
法
律
の
他
、
県
政
や
市
政
の
問

題
、
役
所
へ
の
許
認
可
等
の
申
請
な
ど
の
様
々

な
ご
相
談
を
国
、
県
、
市
等
様
々
な
行
政
機
関

や
法
律
の
専
門
家
、
行
政
相
談
委
員
な
ど
が
一

堂
に
会
し
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
し
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
相
談
委
員
が
開
設
す
る
町
内
の

行
政
相
談
所
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
厳
守
で
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
に
限
り
、
事

前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

※
弁
護
士
相
談
の
予
約
は
、
10
月
10
日
㈭
か
ら
。

受
付
時
間
は
、
平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
。

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
行
政
評
価
事
務
所

　

☎
０
８
６
︲
２
２
４
︲
１
１
０
０

　

在
宅
の
難
病
患
者
・
ご
家
族
を
対
象
に
医
療

福
祉
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

病
気
や
療
養
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
を
専
門

家
（
医
師
・
理
学
療
法
士
・
栄
養
士
・
保
健
師
）

へ
個
別
に
相
談
で
き
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
厳
守
で
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
10
月
16
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　
美
作
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

（
美
作
市
北
山
３
９
０
︲
２
）

●
内
容

　

医
療
福
祉
相
談
会
・
交
流
コ
ー
ナ
ー

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。（
10
月
２
日
㈬
締
切
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
美
作
保
健
所
勝
英
支
所
保
健
対
策
班

　

☎
０
８
６
８
︲
73
︲
４
０
５
４

23

→■
防
災
行
政
無
線

　

不
具
合
報
告
の
お
願
い
！

■
お
詫
び
と
訂
正

　

９
月
号
掲
載

　
「
み
ん
な
元
気　

み
ん
な
歯
っ
ぴ
ー　

元
気

な
子
！
」
欄
で
お
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
、
訂
正
し
て
再
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

８
月
21
日
の
３
歳
６
か
月
児
健
康
診
査
で
、

む
し
歯
が
１
本
も
な
か
っ
た
お
友
達
で
す
。

　　
下し
も
ぬ温

湯り　

悠ゆ
う

真ま 

く
ん
（
滝
本
）

■
一
日
合
同
行
政
相
談
所

■
難
病
医
療
福
祉
相
談
会
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「広報なぎ」は、地球温暖化、天然資源の枯渇など環境問題に取り組むため再生紙を使用し、経費節減・ごみ発生
 抑制に努めています。

＝
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
　

  

＝
図
書
館
　

  

＝
美
術
館
　

  

＝
山
の
駅
　
　
　
　

 

は
毎
週
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館
日

＝
海
洋
セ
ン
タ
ー
　

  

＝
ビ
カ
リ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

は
毎
週
月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
は
休
館
日

＝
文
化
セ
ン
タ
ー
　

  

＝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
毎
週
月
曜
日
は
休
館
日

平
成
25
年
10
月
号
　
　

第
683
号

※日程は変更する場合がありますので必ずお確かめください。

13029 2 3 4

7 8

5

6 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 11 月

1 2

太鼓、大正琴教室

太鼓、大正琴教室２園合同保育
　　　  （幼稚園）
手芸、大正琴、
扇舞、押花教室、
俳句会

高脂血症予防教室
　   (　13：30～)
大正琴、パソコン、
扇舞教室

第２回公開授業研究会
扇舞教室

教育相談日
図書館整理日
献血(　10：00～11：00
　　　　12：00～15：00）

第５回野菜づくり講
習会（　13：30～）
英会話、日本画、
詩吟、短歌教室、
昔話語りの会

平成25年度行政
相談週間(～27日)

小椋紘子人形展
　　  (　 ～27日)
幼稚園開放日
(14：30～16：00)
大正琴教室

教育相談日
春陽会（　10：00～)
中学校参観日・PT
A講演会

教育相談日
春陽会（　10：00～)
日舞、囲碁教室

高脂血症予防教室
　　 (　13：30～)
扇舞教室

教育相談日
第7回人権教育研修
講座 (　15：30～)
日舞、囲碁教室

教育相談日
小学校海事研修(５年)
子育てサロン(　)
日舞、囲碁、陶芸、
銭太鼓教室、
花みずきの会

小学校海事研修(５年)
高脂血症予防教室
　   (　13：30～)
銭太鼓、絵手紙、
パソコン、扇舞、
手芸、大正琴教室

行政・悩みごと・心
配ごと・教育相談日
       （　10：00～）
子育てサロン(　)
小学校１，２年秋の校外学習
大正琴教室

家電リサイクル収集(すぱー
く奈義 10：00～15：00)
幼稚園参観日・PT
A講演会
農業委員会(10：00～)
英会話、大正琴、
詩吟、日本画教室

大正琴、詩吟教室

奈義の朝市
  (山彩村 9：30～)
教育相談日
背骨からの手足のしびれ・痛み・
腰痛セミナー（　13：30～）

おはなしのへや
（　11：00～）
小学校参観日・PT
A講演会
手編み教室

お弁当の日（　）
幼稚園開放日
(14：30～16：00)

教育相談日 お弁当の日(中学校)

奈義町農林業祭
～那岐山麓の恵みまつり～
松神神社歌舞伎舞台特別
公演（松神神社13：00～)
粗大ごみ収集(東山工
業団地内 9：00～16：00)
陶芸教室

教育相談日
第49回奈義町体力づくり町民
運動会(総合運動公園 9：00～)
陶芸教室

奈義昔話語りの会「秋
の公演」(　 11：00～)
パンジー・ビオラまつり
　　 (　 ～27日)
ふれあいDAY(　)

日 月 火 水 木 金 土

今月の納税＝国民健康保険税(５期）
年金相談日＝日時：10月３日㈭ 
　　　　　　　　　午前10時～午後３時
　　　　　場所：美作市民センター

高齢者料理教室
　　 （　9：30～）
保育園運動会

体育の日

2013

今月の目玉イベント
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●日　　時　10月20日㈰ 午前10時～午後３時
●場　　所　奈義中央広場
●主な内容　｢芋－1グランプリ」
　　　　　　　　各地区、各種団体による芋煮大会
　　　　　　　　来場者の投票によりグランプリを決定！

　　　　 他にも・稚児行列
　 　　　　　　・美作大学生による「エイサー」
　　 　　　　　・もち投げなど多彩なイベントを用意しています｡

●主　　催　奈義町農林業祭実行委員会
●問い合わせ先　役場 産業振興課　☎36-4114

平成25年度奈義町農林業祭「那岐山麓の恵みまつり」

昨年度もち投げの様子

天
地
34
ミ
リ
、左
右
25
ミ
リ

24


